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栄町民憲章 

 

水と緑にめぐまれた栄町は、先人たちの残した歴史にかこまれている私たちのふるさとです。

私たちは、このすばらしい自然と伝統を守りながら、豊かで明るい田園観光都市をつくりあげる

ため、この憲章を定めます。         

１．歴史と自然を守り美しいまちをつくりましょう。 

 

１．他人をおもいやり住みよいまちをつくりましょう。 

 

１．若い力をそだて明るい未来のまちをつくりましょう。 

 

１．働くことによろこびを感じ豊かなまちをつくりましょう。 

 

１．スポーツに親しみ健康ですこやかなまちをつくりましょう。 

 

                     （昭和６１年１０月１日制定） 

 

 

 

 

 表紙の写真 ： ゆめ半島千葉国体 ２０１０ サイクリングin栄町 

 

 

 



は じ め に 
 
                     栄 町 教 育 委 員 会 

 

                            教育長 澤村 保夫 

 

 

栄町は水と緑に囲まれた豊かな自然と、先人が残した歴史・文化遺産に恵まれた町であ

るとともに、他人を思いやる町民に育まれたすばらしい町でもあります。 
町では、こうした地域のポテンシャルや資源の強みを育みながら、元気で活力あふれる

まちづくりを目指しています。 
教育の分野におきましても、栄町の未来を担う子どもたちが夢に向って元気に学校生活

を送り、町民の方々が人と人のつながりを大切にしながら健康で生きがいのある生活を送

れるようにすることが大切であると考えております。このため、各小中学校においては個

に応じたきめ細かな指導を展開し、生きる力の育成に努めるとともに、各種団体の協力を

得ながら町民によるサークル活動やスポーツ活動を展開してまいりました。 
特に、新しい学習指導要領が小学校では平成２３年から、中学校では平成２４年度から

全面実施されるため、各小・中学校では新学習指導要領に対応した授業改善等に努めてい

るところであります。教育委員会としましても、昨年度、校長会等と意見交換を行い、学

校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら、互いに協力し合うことで、子どもたち

が夢や向上心、自己肯定感のもてる確かな学力の育成を目指す「栄町学力向上プラン」を

作成しました。 
このプランでは、重点施策として、「読書活動の充実と言語活動の活性化」「家庭学習の

推進」「小中連携の推進」を掲げ、本年度から具体的な取り組みを実施していくこととして

おります。取り組みに当たっては、学校はもちろん、学校教育振興会や地域の有志の方々

にもご協力いただき、地域全体で子どもたちの成長を支えていくことが重要であります。

今後とも、地域の人たちが持つ知識や教養などを子どもたちの教育や学校における教育活

動等に積極的に活用できる仕組みづくりに努めるとともに、専門家を栄町の学力向上アド

バイザーとして配置し、重点施策の効果的な実施と教員の指導力の向上に努めてまいりま

す。 
また、身近な歴史・文化を子どもたちや地域の方々が知り、地域に愛着を感じられるよ

う、引き続き龍角寺古墳群・岩屋古墳の公有化を進めてまいります。    
さらに、本年度は、「ゆめ半島ちば国体」のスポーツ行事として「サイクリング in さか

え」を県内各地から３５６名の参加者を得て実施しました。多くの町民の皆様のご協力を

いただき、サイクリング、スポーツの普及、栄町の魅力を知っていただく絶好の機会とす

ることができました。栄町教育委員会は、このように多岐にわたる教育行政上の諸課題の

解決に向けて、平成２２年度の施策を以下のように本誌に掲げ、その実現に向けて努力し

てまいりますので、関係各位のご理解とご支援ご協力を切にお願い申し上げます。 
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栄町の概要 

１．栄町のプロフィール 
 千葉県の北部に位置する栄町は、北に利根川、南に印旛沼を望む、水と肥沃な土壌に恵まれた

田園都市です。さらに、龍角寺古墳群・岩屋古墳や龍角寺、埴生郡衙跡という日本の古代国家形

成期の画期となる遺跡・史跡を数多く遺す歴史のまちでもあります。周辺には体験博物館千葉県

立房総のむらがあり、総合交流拠点ドラムの里も整備され、豊かな自然と歴史に恵まれた田園観

光都市として発展しています。 
 また、都心から 45 ㎞、千葉市から 35 ㎞、成田国際空港から 10 ㎞圏という地の利や、東関東

自動車道成田 I.C から 20 分、最寄りの安食駅から上野までは JR 成田線で 63 分（56.7 ㎞）とい

う交通の便にも恵まれています。 
 町域は東西に約 12 ㎞、南北に 5 ㎞で、総面積 32.46k ㎡を測る東西に細長い町です。 
《 位置 》  東経 １４０°１４′５０″  北緯 ３５°５０′１５″ 
 

２．人口・世帯数の推移 
                （各年 10 月 1 日現在） ＊（  ）は世帯数 
    

               人口 
年 

 
 

昭和 30 年 10,136 人     (1,870) 
昭和 35 年 9,732 人     (1,841) 
昭和 40 年 9,686 人     (1,926) 
昭和 45 年 9,170 人     (1,971) 
昭和 50 年 9,253 人     (2,116) 
昭和 55 年 9,837 人     (2,360) 
昭和 60 年 14,505 人     (3,686) 
平成 2 年 22,976 人     (6,184) 
平成 7 年 26,014 人     (7,458) 
平成 12 年 25,909 人     (7,982) 
平成 18 年 24,430 人     (8,425) 
平成 19 年 24,064 人     (8,461) 
平成 20 年 23,716 人     (8,495) 
平成 21 年 23,354 人     (8,551) 
平成 22 年 23,068 人     (8,602) 

 

３．栄町の沿革 
 栄町は、低地・独立丘陵・台地という地形で成り立っています。台地は今の利根川に流れ込む

支流によって開析され、多くの樹枝状の小支谷に刻まれており、その周辺には多くの遺跡が確認

されています。 
今から 30,000～12,000 年前の旧石器時代、人々は龍角寺・酒直周辺を中心に狩猟・採集生活

を営んでいました。そして 8,000 年程前の縄文時代早期後半には今の利根川から霞ヶ浦辺りに入

り込んでいた内海に面した矢口・北辺田周辺に貝塚や集落を形成しており、既に定住生活を営ん

でいたことが分かります。4,000 年程前の中期～後期には興津・麻生周辺にさらに大きな貝塚や
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拠点的な集落が作られ、3,000 年程前の後期～晩期には、龍角寺から酒直にかけて東北地方と盛

んに交流した様子のうかがえる集落が存在したようです。 
弥生時代になると安食周辺の独立丘陵や北辺田周辺の台地に住み着いた人々によって稲作が開

始されました。大台遺跡からは環濠と呼ばれる深い堀で囲まれた集落が見つかっています。 
古墳時代になると北辺田や興津周辺に古墳や集落が作られ始め、６世紀中頃には印旛沼を望む

台地縁辺部から香取の海（今の利根川）に向かう谷筋にかけて龍角寺古墳群（国史跡）が形成さ

れました。浅間山古墳や、全国最大規模の方墳岩屋古墳は７世紀前半～中頃に作られた終末期の

古墳で印旛国造の墓と考えられています。７世紀後半には関東で最も古い寺の一つである龍角寺

が建立されました。今でも、銅造薬師如来坐像（重要文化財）や塔の礎石（国史跡）が遺されて

います。また、龍角寺創建時の瓦を生産したといわれる五斗蒔瓦窯跡や龍角寺瓦窯跡では、「朝布

（麻生）」「服止（羽鳥）」等、周辺の地名が刻まれた文字瓦が大量に出土して、全国的な注目を集

めました。 
奈良時代には酒直小学校あたりに埴生郡の役所である郡衙が置かれており、周辺地域から情報

や物資の集まる政治・経済の中心であったと考えられています。麻生や竜角寺台周辺では、龍角

寺に関連する火葬墓群や平安時代まで営まれた集落跡も見つかっています。 
中世は不明な点が多いのですが、鎌倉時代には龍角寺が談義所であったことがわかっており、

たくさんの文物や人が往来したことが想像されます。また、町内では鎌倉～南北朝時代の板碑も

確認されています。室町から戦国時代には興津の東端、北辺田の西端あたりに城館が築かれてい

たようです。その後、近世にかけては龍角寺の参道沿いにたくさんの塚が作られました。 
一方、利根川と将監川に囲まれ輪中として発達した布鎌地区は、江戸時代前期に新田開発され

布鎌新田と名づけられ幕府の直轄地となっています。その立地条件からたびたび水害に襲われた

同地区は、布鎌惣社水神社を川上に遷宮し、水塚を造成するなど治水に意を注いだ営々とした努

力が、現在の穀倉地帯の発展へと結実しています。 
 また、利根川と印旛沼との結接点に当る安食川岸は水上交通の便に恵まれ、江戸時代前期から

米の回漕場として発達し、特に江戸時代後期には、鹿島、銚子方面からの鮮魚荷物の輸送、江戸

方面からの成田山参詣客で繁盛し、大鷲神社周辺は、酉の市などで賑わい発展をしました。 
 明治２２年町村制が施行されると、安食地区では、下埴生郡安食村、須賀村、酒直村、龍角寺

村、麻生村、北辺田村、矢口村の周辺 7 ヵ村に印旛郡安食ト杭新田の一部（立嶋地区）を編入し

て合併し境村となり、同２５年には安食町と改称しました。その後、昭和２９年に旧豊住村(現成

田市)の一部（興津地区）を編入しました。一方布鎌地区は、明治２２年に印旛郡布鎌請方新田、

同四ッ谷新田、北布鎌村、布鎌酒直新田、同下和田新田、同脇川新田、同大森新田、同押付新田、

同中谷新田、同三和村、同太郎右衛門新田、同上曽根新田、同南新田、同西新田、同長門屋新田、

同南四ヶ村新田の周辺１６ケ村全域が合併し、布鎌村となりました。 
 そして昭和３０年１２月１日に安食町と布鎌村が合併して栄町が誕生しました。さらに翌３１

年には茨城県稲敷郡河内村（現河内町）龍ヶ崎町歩・生板鍋子新田の一部(出津地区)が編入され

現在の町域になりました。 



 
 

２ 教育行財政 
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１．教育委員 
                                                          （平成２２年１０月１日現在） 

役 職 名 氏  名 就任年月日 任    期 

委  員  長  鈴木 初子 H 1 7 . 6 . 2 0  H 2 1 . 6 . 2 0 ～ H 2 5 . 6 . 1 9 

委員長職務代理者 金子 一男 H 2 0 . 7 . １ Ｈ 2 0 . 7 .  1～ H 2 4 . 6 . 3 0 

委    員  芦 田  坦 H 1 7 . 6 . 2 0  Ｈ 2 1 . 6 . 2 0～ Ｈ 2 5 . 6 . 1 9 

委    員  野寺 郁子 H 2 1 . 1 0 .1 H 2 1 . 1 0 .  1～ H 2 5 . 9 . 3 0 

教  育  長  澤村 保夫 H 2 1 . 4 . 1 H 2 1 . 4 .  1～ H 2 5 .  3 . 3 1 

 

２．教育委員会会議 
  教育委員会会議は毎月 1 回を定例会とし、 
必要に応じて臨時会を開催している。平成２１ 
年の開催数と付議案件は次の通りである。 
 
 
 

件             名 議案件数 

教育委員会規則及び訓令を制定し、又は改廃すること ６ 

予算その他議会の議決を要する事件の議案について町長に意見を申し出ること ６ 

附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること ７ 

その他 ２４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

定例会 臨時会 協議会 計 

１２ ４ ０ １６ 



 4

                                                          （平成２２年１０月１日現在） 
 

・教育委員会会議、事務局内総務

・規則等の制定改廃

・教育行政相談

・町史編さん

・歴史資料の整理保存

・文化財の保護及び調査

教 育 総 務 課 ・教育財産の管理
施　設　班 ・学校教育施設の整備及び管理

国指定史跡整備担当 ・岩屋古墳等の史跡整備

・教職員の人事、服務、給与

・学校教育の指導・助言

・教育相談

・児童、生徒の転入転出及び退学

・学校の組織編制及び学級編制
学 校 教 育 課 ・学校保健、安全

給        食          班 ・給食事業

・生涯学習推進体制の整備

・社会教育事業の企画／実施

・青少年の健全育成

・社会教育指導者の養成

・図書資料の貸出し

・図書・視聴覚資料の収集・利用推進

･スポーツ事業の企画／実施
生 涯 学 習 課 ･スポーツ施設の管理運営

・スポーツ指導者の育成

・文化芸術事業の企画／実施

・ふれあいプラザさかえ管理運営

小 学 校 安食・北辺田・酒直・布鎌・安食台・竜角寺台小学校

中 学 校 栄・栄東中学校

学 校 給 食 セ ン タ ー

ふれあいプラザさかえ

教

育

機

関

事

務

局

文           化          班

体          育          班

総務班

３．教育委員会機構

教

育

委

員

会

教

育

長

　生   涯   学   習   班

学　務　指　導　班
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４．職種別職員数   
                               平成２２年１０月 1 日現在 

 事   務   局 教  育  機  関 

合  計 
  課 

名 
 
職 名 

教育総務課 学校教育課 生涯学習課 小 計
給 食 

センター

ふれあいプ

ラザさかえ
小 計 

課 長 １ １ １ ３  （１） （１） ３ 

主 幹 
課長補佐 

０ ２ １ ３ （１） （１） （２） ３ 

指導主事 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ 

副 主 幹 ２ １ ０ ３ （１） ０ （１） ３ 

班 長 ２ （１） ２（１） ４（２)  （２） （２） ４（２) 

主 査 ２（派１） １ １ ４（１）  （１） （１） ４（１）

副 主 査 ３ ４ １０ １７ （１） （１０） （11） １７ 

主任主事 ０ ０ １ １   （１） １ 

主 事 ０ ４ ０ ４    ４ 

主 事 補 ０ ０ ０ ０    ０ 

主任技師 ０ １ ０ １    １ 

技 師 ０ ０ ０ ０    ０ 

計 １０(派1) １５ １６ ４１

(派 1) （３） （１６） （16） ４１(派 1)

 
 ※（ ）内は再掲、（派）は派遣職員(文化財センター) 
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５．教育費予算 

 平成１０年度以降の一般会計決算額と教育費 

 

年  度 総決算額（単位：千円） 内教育費（単位：千円） 

平成１０年度 8,154,932 1,275,849 (15.3％) 

平成１１年度 8,395,588 1,275,849 (15.2％) 

平成１２年度 7,440,498 1,408,639 (18.9％) 

平成１３年度 8,193,525 2,181,373 (26.6％) 

平成１４年度 7,725,106 1,760,617 (22.8％) 

平成１５年度 7,182,309 1,078,780 (15.0％) 

平成１６年度 7,191,829 914,078 (12.7％) 

平成１７年度 5,959,915 807,915 (13.6％) 

平成１８年度 6,086,458 1,188,431 (19.5％) 

平成１９年度 5,631,404 624,389 (11.1％) 

平成２０年度 5,973,535 617,275 (10.3％) 

平成２１年度 6,780,353 958,548 (14.1％) 

平成２２年度 6,029,743 742,449 (12.3％) 

 ※ 平成２２年度は、当初予算額 



 
 

 平成 22 年度栄町教育方針 
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平成２２年度栄町教育方針 

基本方針 

 
 

1) 創意と活力のある教育活動の中で、基礎基本の習得及び活用能力の育成と個性を生か

すきめ細かな学校教育を推進します。 

 
 

2) 生涯学習とスポーツを通して、心身ともに健康で生きがいのある生活と心のかよう地

域社会をつくるとともに、地域の教育力を生かした子どもたちの健全育成を推進しま

す。 

 

3) 地域に根ざした芸術・文化の育成と町内にある文化財の保護・伝承・活用を図り、個

性豊かで潤いのある地域文化の醸成を図ります。 

 



・暗唱作品の発表や群読の実施

・調べ学習に必要な図書の整備
・学校図書館司書の配置

・校内授業研究会

平成２２年度 栄町学力向上プラン

　創意と活力のある教育活動の中で、基礎・基本の習得及び活用能力（思考
力・判断力・表現力等）の育成に努める。

基　本　方　針

夢・向上心・自己肯定感をもてる 学校力・家庭力・地域力を結集した

工夫

☆発達段階に応じた読書活動
の充実
・読書方法や選書の工夫による
変化をもたせた読書活動の実施

・学校図書館司書による図書の
整備や児童生徒のニーズに応
える読書指導

☆生活習慣・家庭学習
　 の定着

　　　  教育力の醸成

　読書活動の充実と言語活動の
  活性化

家庭学習の推進 小中連携の推進

        確かな学力の育成

☆小中連携プロジェク
ト
・漢字、計算の「習得
型」年間指導計画の作
成
・思考力、表現力育成
の千葉県実践モデルプ
ログラムの活用

☆学習道場の開設
・広報誌を活用した啓発

・小中相互授業観察に
よる授業の工夫改善、
教材教具の開発

・「早寝・早起き・朝ごは
ん」等基本的生活習慣
の定着
・適切な宿題、個に応じ
た課題の提示

☆教科等を通した言語活動の
   活性化

・国語、算数・数学の系
統性に基づく授業改善

・中学校教員による外
国語活動、理科等の共
同実施、出前授業

学力向上への対応＜学力を高める指導の方策＞
　　　◇基礎・基本の徹底＝習得　◇活用能力（思考力・表現力・判断力等）の育成＝活用・探求

・観察・実験レポートの作成、説
明・討論文章の作成など実践的
な学習活動の推進
・伝え合う場、考える場、情報を
活用する場の設定等学習方法・
指導方法の改善

・長期休業中の宿題の
助言・支援

・家庭学習等を含めた
学習意欲の増進、自己
学習の習慣化

・家庭学習時間の目安
の設定、学習方法の紹
介による学習習慣の定
着 ・学力層に応じた個の

レベルアップ対策

　　　○少人数指導や習熟度別指導　　　○教科担任制等指導体制の工夫
　　　○発展的・補充的指導など個に応じた指導

・年間指導計画に基づ
く積極的な教育活動の
展開 ・全国学力テスト、千葉

県標準学力検査の結果
分析を生かした授業改
善

評価の改善

・定着させたい学力
の中身の明確化とそ
の達成度の確認

・漢字・計算習得の到
達目標の確認

　　　○学習スタイルの選択、組み合わせ：①習得型学習　②活用型学習　③探求型学習

・授業時数と授業内容
の管理の徹底による
指導

学力向上を目指す授業改善の取組＜教員の資質向上＞

・授業を通した実質的な
校内研究の実施

・児童生徒の実態を改
善するための事例研究
の実施

・学校支援地域本部事業を展開し、町内に啓発するとともに「ふれあい推進員」を積極的に活用する。

・週案によるPDCAの
確実な実施

校内研修・研究

・補充的な学習と発展
的な学習の充実

指導方法の改善
・分かる・できる喜びを目指す
授業、学習意欲がわく授業の

・課題解決授業のできる授業力
の向上
・朝や放課後、家庭学習や発展
学習の工夫
・ICT活用、電子黒板活用によ
る授業展開
・実験・観察、実物、体験による
学習活動の工夫

学校 教育振興会

教育課程の編成
・基礎学力を保証し、活
用能力を育成する教育
課程の編成

・指導と評価の一体化

教育委員会
☆校内体制の構築
・学力向上委員会
・学力の実態把握、分
析

・教務主任・研究主任・特別支援
教育専門部

☆専門部による学力向上策の
共同実施

☆学校支援
・学力向上研修会

・スーパーバイザー配置

学校・家庭・地域の連携
・各小中学校の学力の考え方、取組、現状と課題などについて学校便り、HPなどで積極的に公開する。
・地域の人材を積極的に授業に活用する。

・学校評価を実施し、それを生かした授業改善に取り組む。
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第１章 

 
 創意と活力のある教育活動の中で、基礎基本の習得及び活用

能力の育成と個性を生かすきめ細かな学校教育を推進します。 
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１－特色ある学校づくりの支援 

 
Ａ－特色ある学校づくりの推進事業 

・学校評議員設置業務 

学校が保護者や地域住民等の意向を反映させ、その協力を得て、地域に開かれた信頼され

る学校づくりを推進するために、各校に学校評議員を置きます。 
・地域住民による学校支援推進業務 

中学校の運動・文化部活動を支援し、外部指導者を派遣します。 
地域住民、学識経験者、企業人による講話や体験活動を教育課程に編成できるようゲスト

ティーチャー派遣や小・中学生職場体験を支援します。 
・教育振興支援事業（作品展等） 

栄町教育振興会の活動を支援します。健康教育、情操教育に係る活動を支援します。また、

小中学校作品展をふれあいプラザさかえを会場に実施します。 
・学校安全指導業務 

学校安全計画の作成と点検、緊急時対応マニュアル作成、災害時及び不審者侵入時の避難

訓練等の実施、交通安全指導に係る実態把握と指導助言を行います。 
 
Ｂ－教職員人事の適正事務事業 

・教職員昇給内申業務 

教職員の昇給内申等に係る事務並びに３手当て事務と昇給発令の通知を行います。 
・産休・育休に関する業務 

教職員の産休・育休に関する調査、報告及び承認を行います。 
・教職員の履歴に関する業務 

教職員の昇給内申等や昇給発令及び履歴事項変更に伴い、人事カードの加除訂正を行いま

す。 
・教職員の身分証明書発行に関する業務 

人事異動に伴い、栄町教職員の身分証明書の発行と返還を行います。 
・学級編制に関する業務 

県の小中学校学級編制基準及び定員配置基準に基づき、現状を把握の上、適正配置します。 
・事故対策教員配置業務 

教職員の緊急の療養等のため県費非常勤講師が配置できない場合に、町負担による事故対

策教員を一時的に配置します。 
・学校用務員配置業務 
学校の様々な庶務を円滑に進めるため、各小中学校に用務員を配置します。 
 
 
 
２－きめ細かな学校教育の推進 

 
Ａ－国際化に対応した人間教育事業 

・中学校ＡＬＴ派遣業務 
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中学校の英語担当教員等や国際理解教育の授業の指導を補助のため、外国語圏を母国語と

する ALT を主に中学校へ派遣し、指導支援します。 
 
・小学校国際理解教育整備業務 

国際理解教育推進のため、英語の堪能な指導員を各小学校へ派遣し、教員とともに英語を

楽しく体験できるよう指導します。 
 
Ｂ－個に応じた授業改善推進事業 

・指導法改善推進業務 

算数等の授業において、複数教員による指導を推進し、各校のきめ細かな教育と学力向上

を目指した取組を支援します。 
・特別支援教育整備業務 

特別支援学級在籍児童の自立支援に加え、通常学級在籍で特別に配慮を要する児童生徒の

ニーズに応じた指導のための取組を支援します。 
・就学指導委員会運営業務 

心身に障害のある就学前児童と学齢児童生徒について、適切な就学のための審議を行いま

す。 
・学力向上支援業務（栄町学習道場） 

町内小中学生の基礎学力の充実と応用力を身につけさせるため、夏季休業中に集中的に補

習を行います。 
・授業改善推進業務（学力向上アドバイザーの配置） 

学力を向上させるため、学力向上アドバイザーを配置し、授業改善等に役立てます。 
・緊急雇用創出業務・個別支援指導配置業務 

児童の学力を向上させるため学校に指導員の配置を行います。 
・社会科副読本編集発行業務 

小学校の３・４年生の副教材の編集発行を町単独で行うため原稿の編集作成をおこないま

す。 
 
Ｃ－心の教育支援事業 

・教育相談体制整備業務 

各中学校に県雇用のスクールカウンセラーを配置し連携協力します。小学校へは町雇用の

スクールカウンセラーによる巡回指導を行います。町教育支援センターに非常勤特別職の

教育相談員を配置し、子育てや子どもの成長に関する相談体制を整備し、子育ての支援を

します。 
・教育支援センター運営業務 

教育支援センター「ゆうがく館」を設置し、指導主事、指導員等が不登校児童・生徒の通

級による指導・相談及び集団適応支援を行います。 
・生徒指導に係る連携推進業務 

小・中学校生徒指導担当者会議を計画的に開催し、小中の交流や情報の共有を図ります。 
中学校生徒指導委員会に指導主事が参加し、各校の生徒指導の充実を図ります。 
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・道徳教育推進業務 

道徳の授業研修への支援を行います。豊かな人間関係づくりを目的とした指導プログラム

を実践し、児童生徒の「居場所となる」学校、学級づくりを推進します。 
・学校司書配置業務 

読書力の向上を目的として本を読む習慣を身に着けさせるため専門性のある司書を各学校

に配置します。 
 
Ｄ－学校教育を担う人材の育成支援事業 

・教職員の資質向上支援業務 

町教委主催による学校教育に係る研修の計画を立案し、それを実施します。 
道徳教育・人権教育・教務主任研修・特別支援教育・小学校外国語活動・情報教育・キャリ

ア教育等を充実させます。小・中学校の校内研修会の支援を行います。また、教職員が所属

する県・郡市等の研究協議会等の専門性を高める研修の負担金を補助します。 
・調査研究業務 

学校教育に係る調査研究の事務及び必要に応じて指導助言を行います。 
・人材育成業務 

学校現場で十分な教育力を発揮できるよう教職員の資質を向上させる研修会などを実施しま

す。 

 

Ｅ－その他 

・教科用図書採択事業 

児童生徒の使用する教科用図書の採択のための事務を行います。 

 

 
３ 教育施策の総合的な推進 

 

Ａ－教育総務管理事業 

・事務局及び教育機関職員の任免その他の人事業務 

教育委員会職員の昇格、定期昇給、異動辞令の交付をします。 
・審議会委員等の任免又は委嘱業務 

教育委員会非常勤特別職の辞令、委嘱状の交付を行います。 
・規則・規程関係業務 

教育委員会規則、規程を審査し、教育委員会会議で可決された規則、規程の公布及び公表を

行います。 

・栄町教育方針策定業務 

年度における教育方針を教育委員会会議で定めます。 

・教育委員会行政文書の受領及び整理保存業務 

教育委員会宛の文書を受領し各課に配布します。その他教育委員会における行政文書の管理

を統括します。 

・公印の管守業務 
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公印を堅固な容器に収め、施錠できる場所に保管します。 

・叙位、叙勲申請業務 

校長経験者で教員歴３０年以上の者が８８歳に達した時、または８８歳以前に死亡したとき

に申請します。 

・教育行政相談業務 

住民からの教育行政に関する相談に対応します。 

・教育委員会運営業務 

教育基本法の改正など教育委員会を取り巻く状況は、刻々と変化していることから、適切に

情報を収集し、迅速に対応して、定例会・臨時会・協議会を開催することにより、円滑な教

育行政を推進します。 

 

Ｂ－学校用備品管理事業 

・学校用備品管理業務 

より良い学校生活が送れるよう学校間の消耗品などの共有化等を考えながら予算を適正に執

行・管理します。 
 
Ｃ－学習環境整備事業 

・学校規模適正化業務 

望ましい学校教育のあり方、学校の適正規模、適正配置等について検討し、その基本方針を

策定します。 
 
４ 情報通信機器の整備 

 

Ａ－情報通信機器整備事業 

・情報通信機器整備業務 

情報化教育推進のために、国が推進する施策に基づき町内小中学校に情報通信機器の整備を

行う。また、現有機材の保守を引き続き行います。 
 
 
５ 情報共有の推進 

 

Ａ－教育委員会広報事業 

・ホームページ公開業務 

教育委員会ホームページを通じ、広く住民等に教育委員会の取り組みや事業内容等の情報を

発信します。 
 
Ｂ－学校情報発信事業 

・学校情報発信業務 

過去の方法は継承しつつ、補完的に町の携帯端末向けのメール配信サービスを利用し更に利

用形態の拡充を検討します。 
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６ 学習環境の整備・充実 

 

Ａ－就学事務の適正化推進事業 

・通学区域審議会運営業務 

通学区域の適正化を図るために通学区域に関し必要な調査及び審議を行います。 
・就学指定校の変更及び区域外就学に関する業務 

保護者からの就学指定校の変更に関する申立及び町外からの就学に関する相談について検討

し、処理します。 

・入学通知に関する業務 

就学予定者の保護者に対し入学期日を通知し、また、関係事務を行います。 

就学時健診業務 

小学校への就学予定者に対し、健康診断を行います。 

 

Ｂ－児童・生徒関係事業 

・学齢簿に関する業務 

小学校への就学予定者及び転入した児童生徒の学齢簿を作成します。また転出入児童生徒や

記載事項に変更のあった場合には、学齢簿を加除訂正します。 

・転入学・転退学に関する業務 

児童生徒の転入転出に伴い転入通知書・転退学通知書を作成し学校長へ通知します。 

・体力・運動能力関係業務 

児童生徒の体力運動能力について、各小中学校の運動能力テストをとりまとめ、一定の水準

に達する者に対して、運動能力証が交付されるよう県教育長へ申請します。 

 

Ｃ－学校保健事業 

・定期健康診断業務（児童・生徒） 

内科・歯科・眼科・耳鼻科・ぎょう虫・脊柱側彎・心電図・結核・尿の検査を実施し、結

核・尿については精密検査を行います。 

・定期健康診断業務（教職員） 

診察・結核・心電図・血液・胃部検査を行います。 

・生活習慣病予防健診業務 

小5児童・中1生徒に対し、高脂血症・血糖・貧血検査を行います。 

・学校医・学校歯科医及び学校薬剤師に関する業務 

健診日程の調整・連絡及び報酬支払事務を行います。 

・学校保健会に関する業務 

学校医・学校歯科医・学校薬剤師・養護教諭・その他関係者から成る栄町学校保健会の事務

局として連絡調整・補助金の執行管理等行います。 

・千葉県学校保健に関する業務 

千葉県教育委員会からの保健衛生に関する通知・通達などを学校に伝達し、保健衛生に関す

る調査等を行います。 

・印旛郡市学校保健に関する業務 
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印旛郡市９市町で共同して行う保健衛生業務（尿・結核精検）を行います。 

・歯の衛生週間審査会・表彰式に関する業務 

歯科医師会、印旛保健所及び千葉県教育庁北総教育事務所の共催による歯の衛生週間行事に

関する事務を行います。 

ＡＥＤ借り上げ業務 

中学校（２校）のＡＥＤの借り上げを行います。 

 

Ｄ－学校衛生事業 

・細菌検査業務 

学校用務員に対し細菌検査を行います。 

・配膳室害虫駆除業務 

小中学校の配膳室害虫駆除を行います。 

 

Ｅ－災害共済給付事業 

・災害共済給付に関する業務 

児童生徒の災害共済保険の掛け金納付及び給付金請求事務を行います。 

・緊急搬送に関する業務 

児童・生徒の緊急搬送用タクシー料金を助成します。 

 

Ｆ－学習環境整備事業 

・教科書給与業務 

入学及び進級時、教科書を給与します。 

・理科振興備品整備業務 

理科教材備品の整備拡充をします。 

・廃棄薬品処理業務 

各小中学校の実験等から生じる廃棄薬品を把握し、適切に処理します。 

・備品廃棄業務 

各小中学校より提出された物品不用決定書に基づき、不要となった学校備品等を処分します。 

・補助金交付業務 

関東大会及び全国大会に出場した際に「生徒部活動後援会」に対し補助金を交付します。 

・校外活動等町有バス活用業務 

各小中学校の校外活動等の町有バス利用について調整を図ります。町有バスでは足りない部

分については民間のバスを借上げて対応しています。 

・学校予算管理業務（振興費） 

支出伝票の起票、物品購入等により小中学校の予算を適切に執行し・管理します。 

・プールフロア管理業務 

プールの水深が深いため、プールフロアーにより深度を調節する作業を行います。 

・環境検査に関する業務 

学校薬剤師により、ホルムアルデヒド濃度、ダニ検査、一酸化炭素濃度、二酸化炭素濃度、

二酸化窒素濃度、照度の検査を行い、学習環境を適切に保っています。 

・机・椅子整備に関する業務 
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小中学校の机・椅子について、新ＪＩＳ規格品を配置します。 

 

 

Ｇ－就学支援事業 

・要保護及び準要保護児童生徒就学援助業務 

学校教育法に基づき、経済的理由等により就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して

必要な援助を行います。 

・特別支援教育就学奨励業務 

学校教育法に基づき特別支援学級へ就学する児童生徒の保護者に対し、経済的負担を軽減す

るため、負担能力の程度に応じ、就学に必要な援助を行います。 

・見舞い金に関する業務 

交通事故で保護者を失った児童生徒に対し、県より見舞金が支給されるので、それに係る調

査、申請事務及び給付を行います。 

 

Ｈ－私立幼稚園就園奨励費補助事業 

・私立幼稚園就園奨励費補助業務 

私立幼稚園に通園している園児の保護者に対し、経済的負担を軽減するため、負担能力の程

度に応じ、保育料の所要経費の一部を補助します。 

 

Ｉ－学校教育施設整備事業 

・学校教育施設法定管理業務業務 

学校教育施設の法定点検を行います。 

①貯水槽清掃 ②水質法定検査 ③プール水質検査 ④簡易専用水道検査 

⑤塩素滅菌器点検 ⑥プールポンプ点検 ⑦し尿浄化槽維持管理 ⑧し尿浄化槽法定検査 

⑨消防設備保守点検 ⑩電気保安管理 ⑪給食リフト点検 ⑫エレベーター保守点検 

・学校教育施設整備業務 

学校教育施設の修繕・整備・改修等を行います。 

・学校教育施設計画策定業務 

学校教育施設の整備、改修、改築等の計画を策定します。 

・学校教育施設計画進行管理業務 

北辺田小学校校舎及び体育館の耐震化についてその必要性・整備時期の検討を行います。 

 

Ｊ－調査・統計事業 

・学校基本調査及び学校教育実態調査関係業務 

基幹統計調査「学校基本調査」基礎資料の作成及び「学校基本調査」の補完調査である「学

校教育実態調査」の取りまとめを行います。 
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・安食小学校  （明治６年創立） 
千葉県印旛郡栄町安食３０５番地       電 話 0476-95-0017 

ＦＡＸ 0476-95-6881 
                               Ｅ-mail ajiki-es@catv296.ne.jp 
                                                                                http://www.catv296.ne.jp/~ajiki-es/indx.html 

校長名  坂本 辰夫 
学級数  普通学級１２ 特別支援学級４ 

（知的障害１ 自閉症・情緒障害１  ことばの教室２） 
 
児童数 （平成２２年５月１日現在）      教職員数２４名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 さざんか１ さざんか２  言語 合 計

男 ３０ ２６ ２５ ２８ ３０ ３２ ２ ４ １０ １７１

女 ２９ ２６ ２５ ２８ ２９ ３３ １ ０  ７ １７０

合計 ５９ ５２ ５０ ５６ ５９ ６５ ３ ４ １７ ３４１

 
学校教育目標 『確かな学力を保証し、心優しく逞しい児童の育成を図る』 

 
目指す児童像 １ 思いやりのある子（心の教育） 

        ２ 進んで学習に取り組む子（自己教育力）      
３ 進んで体をきたえる逞しい子（健康安全教育）         
４ 進んで働ける子（勤労教育・キャリア教育） 

本年度研究主題 
 「学び合いの中で一人一人の思考力・表現力を育てる算数科学習の在り方」 

  

・北辺田小学校  （明治２５年創立） 

千葉県印旛郡栄町北辺田２１２番地         電 話 0476-95-1758 

ＦＡＸ 0476-95-6882 

Ｅ-mail kitabeta-es@catv296.ne.jp 
http://www.catv296.ne.jp/~kitabeta-es/indx.html 

校長名  佐久間 三智子 

学級数  普通学級 ６  特別支援学級 ２（知的障害１ 自閉症・情緒障害１） 

 

児童数 （平成２２年５月１日現在）      教職員数１５名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 サポート 

ルーム 
合 計 

男 ２ ４ ６ ４ ４ ６ ３ ２９ 
女 ２ ９ ２ ６ ３ ６ １ ２９ 

合計 ４ １３ ８ １０ ７ １２ ８ ５８ 
 

学校教育目標  『心豊かで、向上心に富む子どもの育成』～心を育み、体を鍛え、知を伸ばす～ 

「あ（挨拶） そ（掃除） べ（勉強）、そして元気に遊べ」を合い言葉に 

徳・体・知の調和のとれた人間育成のための教育計画を作成し実践する。 

 
目指す児童像 ・思いやりをもって、自ら行動する子ども 

・心身ともに健康で、よく働き、努力する子ども 
・自ら目標を持ち、自分の可能性を信じ、生き生き学習する子ども 

 
本年度研究主題 「確かな読みの力を身につけ、豊かに表現する子の育成」 

～特別支援教育の視点を取り入れた授業改善～ 
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・酒直小学校 （明治３５年創立） 
千葉県印旛郡栄町龍角寺３３番地       電 話 0476-95-1759 

ＦＡＸ 0476-95-6883 

Ｅ-mail sakanao-es@catv296.ne.jp 
                                                                        http://www.catv296.ne.jp/~sakanao-es/indx.html 

校長名  佐伯 悦夫 
学級数  普通学級 ６  特別支援学級 １（知的障害 １） 

 

児童数 （平成２２年５月１日現在）        教職員数１２名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 コスモス  合 計 
男  ７ ６  ８  ５ １１ １０ １ ４８ 
女  ８ ３  ５  ８  ７  ７ １ ３９ 

合計 １５ ９ １３ １３ １８ １７ ２ ８７ 
 

学校教育目標 『生涯に向かって「生きる力」を持つ酒直っ子』 
 

目指す児童像 （１）さ：最後までやりとげる子 

    （２）か：体をきたえる子 

    （３）な：何にでも挑戦する子 

    （４）お：思いやりのある子 

    
本年度研究主題  

「一人一人が見通しをもって、生き生きと問題に取り組む子どもの育成を目指して」 
～考えることの楽しさを味わえる授業の工夫～ 

 
・布鎌小学校 （明治８年創立） 

   千葉県印旛郡栄町請方１５７番地の１          電 話 0476-95-0138 
ＦＡＸ  0476-95-6884 
Ｅ-mail fukama-es@catv296.ne.jp 

  http://www.catv296.ne.jp/~fukama-es/index.htm 
校 長  石原 由紀夫 
学級数  普通学級 ６  特別支援学級 ２（知的障害１ 自閉症・情緒障害１） 

 
児童数 （平成２２年５月１日現在）        教職員数１５名（用務員を含む） 
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 フレンド１ フレンド２ 合  計 
男 １２  ３  ６ １０ １３ １１ ０ １  ５６

女  ７ １２  ８  ８  ８ １０ １ ０  ５４

合計 １９ １５ １４ １８ ２１ ２１ １ １ １１０

 

学校教育目標 『心豊かに生き生きと学ぶ児童の育成を図る』 
           
目指す児童像  みんなで 思いっきり ３つの約束 学習・読書・運動 

笑顔であいさつ 
 
本年度研究主題 「読解力を高め、表現力を伸ばすための指導はいかにすればよいか」 

～「言語活動」の効果的な活用を通して～ 
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・安食台小学校 （昭和５８年創立） 

千葉県印旛郡栄町安食台４丁目３４番地の１         電 話 0476-95-0971 

ＦＡＸ 0476-95-6886 

Ｅ-mail ajikidai-es@catv296.ne.jp 
http://www.catv296.ne.jp/~ajikidai-es/indx.html 

校長名  井内 弘之 

学級数  普通学級 ６ 特別支援学級 １（自閉症・情緒障害１）言語通級指導教室 １ 

 

児童数 （平成２２年５月１日現在）        教職員数１５名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 くすのき 合 計

男 １６ １３ １４ １６ １２ １２ ２  ８５

女  ９  ９ １８ １３ １４ ２２ ０  ８５

合計 ２５ ２２ ３２ ２９ ２６ ３４ ２ １７０

 

学校教育目標 『豊かな心と確かな学力を持つ子を育む』            
 ○あ  明日に向かって学習に励む子 

       ○じ  時間や約束を守る子  

       ○き  きたえた身体を持つ子 

       ○だ  誰とでも仲よくできる子 

       ○い  命を大切にする子 
       

本年度研究主題 「基礎的・基本的な学習の定着を目指す算数科学習」 
～算数的活動の工夫を通して～ 

 
 

・竜角寺台小学校 （平成元年創立） 

千葉県印旛郡栄町竜角寺台６丁目２６番１号       電 話 0476-95-5311 

ＦＡＸ 0476-95-6887 

Ｅ-mail  ryukakujidai-es@catv296.ne.jp 
http://www.catv296.ne.jp/~ryudai-es/indx.htm 

校 長  平井 正己 

学級数  普通学級 ７ 特別支援学級 １（知的障害 １）言語通級指導教室 １ 

  

児童数 （平成２２年５月１日現在）       教職員数１４名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ひまわり 合 計

男 １７ １９ １１ １６ ２５ １８ ０ １０６

女 １２ １３ １２ １９ １６ １５ １  ８８

合計 ２９ ３２ ２３ ３５ ４１ ３３ １ １９４

 

教育目標  『豊かな心、すこやかな体、たくましい創造力を持つ子どもを育てる』 
 

◎かしこい子ども   ○集中して聞く         ○自分の言葉で表現する 

◎やさしい子ども  ○あいさつ・返事ができる ○ありがとう・ごめんなさいが言える 

◎たくましい子ども ○汗して働くことを喜ぶ   ○粘り強く、がんばることができる 

   
本年度研究主題  

「思考し、表現し、活用する力を育成する算数科指導の在り方」 
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・栄中学校 （昭和２２年創立） 

千葉県印旛郡栄町安食５５番地          電 話 0476-95-0011   

                                    ＦＡＸ  0476-95-6888  

                                         Ｅ-mail sakae-jhs@catv296.ne.jp  
                                                                                http://www.catv296.ne.jp/~sakae-jhs/index.htm    

校 長  品地 敏明 

学級数  普通学級 １２  特別支援学級 ３（知的障害１ 自閉症・情緒障害２） 

言語通級指導教室 １ 

生徒数 （平成２２年５月１日現在）         教職員数３０名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 さみどり１ さみどり２ さみどり３ 合 計 
男 ４４  ４５  ５７ ４ ３ ２ １７９ 
女 ４６  ６４  ６４ １ ２ ２ １５５ 

合計 ９０ １０９ １２１ ５ ５ ４ ３３４ 
 
学校教育目標  『確かな学力と判断力をもち、心豊かで、たくましく生きる生徒』 
                       ～自立と共生～ 
 
めざす生徒像 ・意欲を持って学習する生徒 ［（知育）体験：意欲づくり］ 
                           ・思いやりのある生徒    [（徳育）連帯：仲間づくり] 
         ・心と体を鍛える生徒    [（体育）健康：心・体づくり] 

・奉仕する生徒      ［（友愛）奉仕：連帯づくり］ 
 
本年度研究主題    「将来を見通し、様々な方法で表現できる能力と態度育成」 

（基礎的な学力の定着を基盤として） 
 

・栄東中学校 （昭和６３年創立）  

   千葉県印旛郡栄町龍角寺１１１２番地の２      電 話 0476-95-5815 

ＦＡＸ  0476-95-6889 

Ｅ-mail sakaehigashi-jhs@catv296.ne.jp 
http://www.catv296.ne.jp/~s-higasi-jhs/indx.htm 

校 長  小林 茂 

学級数  普通学級６   

 

生徒数 （平成２２年５月１日現在）   教職員数２１名（用務員を含む） 

学年 １年 ２年 ３年 合 計 
男 ２８ ２２ ３４  ８４ 
女 ２４ ３０ ２４  ７８ 

合計 ５２ ５２ ５８ １６２ 
 
学校教育目標 『心豊かで、たくましく、生きた学力を持つ生徒の育成』 
 
重点目標 
（１）自ら学ぶ意欲を持ち、創造力豊かな生徒を育成する。 

（２）思いやりの心を持ち、自他の命と体を大切にする生徒を育成する。 

（３）幅広い知識や技能を身につけ、社会の変化に対応できる生徒を育成する。 

 
本年度研究主題   

「基礎学力の定着と伸長を図るためにはどうしたらよいか。」 
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 学校の沿革  

 
 年 月 日 校  名 沿           革 
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6．2.23 

6．5.10 

8．4．1 

10．2.21 

15．2．4 

15.10． 

19. 

21．5.10 

22． 

25.10.15 

25． 

32． 

32．9.23 

34． 

37．5． 

41．4． 

41． 

41． 

42．5.20 

11．1.15 

11． 

2．4.10 

2．7.14 

13．9． 

16．4．3 

22．4.10 

22．5.10 

 

24．4．1 

24． 

25．5.24 

25． 

25．7．1 

26． 

26．5.25 

26．6.23 

28．3．9 

28．4.10 

28． 

30． 

30.10.24 

30.12．1 

31．4.25 

32．5．1 

32．8．9 

33．4． 

33.11．7 

34． 

34． 

35．5.20 

安 食 小 

布 鎌 小 

〃 

酒 直 小 

布 鎌 小 

安 食 小 

布 鎌 小 

安 食 小 

布 鎌 小 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

〃 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

安 食 小 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

酒 直 小 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

北 辺 田 小 

安 食 小 

〃 

北 辺 田 小 

安 食 小 

各 小 学 校 

安 食 中 

布 鎌 中 

酒 直 小 

布 鎌 小 

酒 直 小 

北 辺 田 小 

安 食 中 

酒 直 小 

布 鎌 中 

安 食 中 

北 辺 田 小 

安 食 小 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

北 辺 田 小 

各   校 

酒 直 小 

安 食 中 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

酒 直 小 

布 鎌 小 

北 辺 田 小 

安 食 中 

大乗寺を仮校舎として開校、鷲谷学校と称す 

東校創立 

西校創立 

酒直小学校開校と伝える 

西校校舎新築 

校舎新築する 

東小尋常科設置布鎌尋常小学校となる 

高等小学校認可される 安食尋常高等小学校と改称 

西校を布鎌尋常小学校とし、東校を分校とする 

創立、仮校舎で開校 

東尋常小学校と改称、高等科設置、布鎌尋常高等学校と改称 

東校、４ヶ年の単級分教場とする 

新校舎現在地に完成 

東校、校舎増築する 

校舎増築する 

須賀小学校を本校合併 

東校、校舎改修 

酒直尋常小学校廃校となり安食尋常小学校酒直分教場となる 

一教室増築する 

農業補習学校併置 

校地 243 坪拡張する 

校舎新築落成式挙行 

酒直分教場新築使用 

校舎６教室新築する 

校舎３教室新築する 

国民学校を改め小学校と改称する 

安食小学校の校舎の一部を使用、創立開校、安食中学校と称する 

布鎌小学校の校舎の一部を使用、創立開校、布鎌中学校と称する 

安食小学校酒直分校より独立、町立酒直小学校と称する 

東校６年までの複式４学級とする 

玄関、職員室、昇降口等落成 

保健室 30 坪新築する 

新校舎落成式を挙行 

宿直室一棟 10 坪増築 

新校舎落成式を挙行 

家庭科調理室新築 

校地拡張１反２畝１歩 

創立 80 周年記念式典挙行、校章を改正する 

使丁室５坪増築 

東校舎落成 

西便所、宿直室を新築する 

安食町、布鎌村合併、栄町誕生、各校栄町立となる 

校舎老朽のため４教室新築落成する 

特別教室（理科、図書、音楽）落成 

校地拡張１畝 15 歩 

本校北側校舎改築 

老朽校舎改修工事竣工 

東校１教室増築 

倉庫、体育庫新築 

工作室増築落成 
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昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 

 

成 

 

36．7．7 

37．4.28 

37．9．3 

38.11.23 

38.12.18 

39.10． 

41．8． 

42．4．1 

42．4．1 

43．4.30 

45．8.27 

45.10.14 

46．2.23 

46．6.11 

46．8.10 

46．8.10 

47．9.22 

47.10．1 

48．3.20 

48．8．6 

49．3.18 

49．9.19 

50．3.28 

50.10． 

50.11．3 

52．7.27 

54．4.11 

57．2．1 

 

 

57．4.15 

58．3．7 

58．4．1 

59．8． 

59．9.10 

60．3．8 

60．4．4 

60．6． 

60．8．1 

61．3． 

61．4．4 

61．8.28 

61．8.29 

61.12.19 

62．1．  

62．3.31 

63．2.10 

63．4．5 

 

元．4．1 

 

2．3.26 

2．4．1 

2．8.27 

安 食 中

安 食 小

安 食 中

安 食 小

安 食 中

各   校

北 辺 田 小

栄   中

布 鎌 小

町 

安 食 小

栄   中

安 食 小

酒 直 小

〃 

栄   中

酒 直 小

栄   中

布 鎌 小

安 食 小

北 辺 田 小

布 鎌 小

酒 直 小

布 鎌 小

〃 

栄   中

北 辺 田 小

布 鎌 小

〃 

〃 

安 食 小

酒 直 小

安 食 台 小

栄   中

〃 

安 食 台 小

〃 

北 辺 田 小

安 食 台 小

栄   中

安 食 小

布 鎌 小

酒 直 小

安 食 台 小

給食センター

栄   中

酒 直 小

栄 東 中

 

竜角寺台小

 

〃 

栄   中

〃 

増築４教室落成式 

体育館落成式 

女子生徒更衣室新築 

創立 90 周年記念式典挙行 

体育館新築落成 

給食センター開設、各校給食コンテナー室増築 

プール及び附属舎新築 

中学校統合により栄町立栄中学校と改称する 

鉄筋２階６教室完成 

町営プール竣工 

新校舎落成（交通指導模擬道路設置） 

武道館落成 

創立 100 周年記念式典挙行 

交通指導模擬道路設置 

プール竣工 

校地７畝拡張 

体育倉庫建築 

交通安全模擬道路設置 

体育館新築落成 

プール竣工 

体育館新築落成 

プール竣工 

新校舎新築落成、創立 100 周年記念式典 

東校校地拡張 

創立 100 周年記念式典挙行 

改築落成竣工 

新校舎新築落成及校地拡張 529 ㎡ 

東校職員室を普通教室に改修 

東校用務室を職員室に改築 

東校体育倉庫、自転車置場新築 

校舎増改築竣工 

体育館新築落成 

安食小学校より分離創立開校、安食台小学校と称する 

プレハブ教室（116 ㎡）増築 

排水工事、グリーンコート完成 

体育館新築落成 

プレハブ教室、３教室増築 

プール改修工事 

プール竣工 

第２プレハブ校舎新築（324 ㎡） 

特殊学級｢さざんか学級｣開設 

プレハブ特別教室（115 ㎡） 

プレハブ４教室（324 ㎡） 

校舎増築９教室（1,458 ㎡） 

南ヶ丘に給食センターを新設 

プレハブ４教室、理科室１教室（446 ㎡）増築 

校舎増築、普通教室７、特別教室３（1,817 ㎡） 

栄中学より分離開校し、栄東中学校と称する。普通教室９、特別教室

９（5,149 ㎡）、体育館新館（2,423 ㎡） 

酒直小より分離開校し、竜角寺台小学校と称する。普通教室 12、特

別教室７（3,763 ㎡） 

体育館新館（1,628 ㎡）落成 

特殊学級 開設 

校舎増築、普通教室 14、特別教室６（3,448 ㎡） 
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平 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 

 

 

2．8.30 

3．3.30 

3．3.30 

3．4．1 

3．9.30 

 

3.11.31 

 

4.10.14 

5．6.15 

6.12．6 

7．4．6 

7．8.28 

7.12.22 

8．4.15 

10．6.19 

11.10.21 

11.11．8 

12．3.31 

12．7.10 

13. 4. 1 

 

 

13. 8. 

13. 9. 

13.11. 

14. 3.31 

14. 4. 1 

15. 3.30 

15. 3.31 

15. 4. 1 

15. 4. 1 

15. 7.28 

15. 9.19 

15. 9.24 

16. 4. 1 

16. 4. 1 

17. 4. 1 

18. 4. 1 

18. 4. 1 

18.11.30 

21. 3.31 

21.10.20 

21.12.31 

22. 1. 1 

22. 3.31 

 

布 鎌 小 

竜角寺台小 

安 食 台 小 

安 食 小 

栄   中 

 

栄   中 

〃 

安 食 小 

〃 

竜角寺台小 

布 鎌 小 

〃 

栄 東 中 

安 食 小 

栄   中 

酒 直 小 

安 食 小 

布 鎌 小 

酒 直 小 

安 食 小 

酒 直 小 

〃 

栄   中 

〃 

安 食 台 小 

竜角寺台小 

酒 直 小 

安 食 小 

栄 東 中 

安 食 台 小 

竜角寺台小 

安 食 小 

栄 東 中 

安 食 小 

北 辺 田 小 

布 鎌 小 

栄 東 中 

布 鎌 小 

栄 東 中 

栄 中 

栄 東 中 

布 鎌 小 

竜角寺台小 

竜角寺台小 

栄 東 中 

校舎改築、普通教室 12、特別教室６（3,431 ㎡） 

プレハブ６教室（602 ㎡）増築 

プレハブ４教室（365 ㎡）増築 

特殊学級「ことばの教室」開設 

屋内運動場兼柔剣道場新築（4,150 ㎡） 

（多目的教室・木工室・金工室・柔剣道場） 

校庭整備 

自転車駐車場新築（594 ㎡） 

大規模改修工事（屋上防水改修、便所改修） 

大規模改修工事（建築、電気、給排水） 

トイレ増改修工事 

体育館倉庫増設工事 

プール改修工事 

災害復旧工事（法面整形、張り芝工） 

プール改修工事 

大規模改修工事（建築、電気、給排水） 

プール改修工事 

災害復旧工事（法面整形、擁壁工） 

統合により東校閉校 

大規模改修工事（建築、電気、給排水） 

情緒障害特殊学級 開設 

東側校舎大規模改築工事完了 

鳥小屋及び灯油倉庫新規設置 

多目的ホール床張替え工事完了 

旧体育館老朽化のため取壊し 

体育館屋根塗装 

校門脇植栽工事完了 

知的障害特殊学級開設 

屋内運動場竣工式 

知的障害特殊学級閉級 

情緒障害特殊学級、ことばの教室開設 

情緒障害特殊学級開設 

旧体育館老朽化のための取り壊し 

技術棟改修工事 

本校舎耐震改修工事完了 

知的障害特殊学級開設 

知的障害特殊学級開設 

知的障害特殊学級再開 

情緒障害特殊学級開設 

情緒障害特殊学級開設 

本校舎大規模改修、耐震改修工事完了 

知的障害特別支援学級閉級 

屋内運動場竣工式 

自閉症情緒障害特別支援学級閉級 

知的障害特別支援学級閉級 

自閉症・情緒障害特別支援学級閉級 
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小・中学校児童生徒の推移 
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７ 学校給食の充実 

 

Ａ－施設管理維持事業  

・施設・設備維持管理業務 

法定点検の実施の他、職員による点検整備、また修繕を随時行ないます。 
給食センターの概要 
ア．所在地      千葉県印旛郡栄町南ヶ丘１丁目１番 
イ．建設年度     昭和６１年度（昭和６２年１月供用開始） 
ウ．施設規模      
 （１）施設面積   2,430.72 ㎡ 
 （２）調理能力   5,000 食／日 
 （３）調理方式   ドライシステム 
 （４）建物     構造 鉄筋コンクリート一部２階建て 
           面積 1257.45 ㎡ 
              １階 917.46 ㎡ 
              ２階 339.99 ㎡ 
 （５）事業費    317,245 千円 
給食センターのあゆみ 

１）昭和３５年布鎌小学校における単独校方式による給食が始まりました。 
２）昭和３９年小学校５校、中学校２校（1,650 食）の町内全学校を対象として、セン

ター方式により本格的にスタートしました。 
３）米飯が給食に導入されました。 

昭和４９年６月～月１回 
昭和５１年５月～週１回 
昭和５４年９月～週 1.5 回 
昭和５５年９月～週３回 
平成２０年１０月～週４回 

４）昭和６１年度新給食センターの建設 
５）昭和６２年１月供用開始 

 

  給食実施状況                 給食費の推移 
 （平成２２年５月１日現在）                 単位：円 

区   分 給食数（人）  年 度 小学校 中学校 
安 食 小 学 校 ３４０   ～47 1200 1300 
安 食 台 小 学 校 １６９   48～49 1800 2000 
酒 直 小 学 校  ８６   50～51 2300 2500 
竜 角 寺 台 小 学 校 １９４    52 2500 2700 
北 辺 田 小 学 校 ５８    53～55 2800 3100 
布 鎌 小 学 校 １０９  56～59 3100 3500 
栄 中 学 校 ３３０    60～63 3400 3900 
栄 東 中 学 校 １６１   元～3 3550 4100 
給 食 セ ン タ ー             ２２ 4～8 3700 4300 

合   計    １，４６９   9～ 4200 4800 
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Ｂ－給食費徴収事業 

・給食費徴収業務 

毎月金融機関等の口座振替結果を消し込み作業し、未納者に対する納入通知書の発行及び滞

納整理を行ないます。 

 

Ｃ－給食事業 

・給食の目標（学校給食法） 
学校給食については、義務教育諸学校における教育の目的を実現するために、次の各号に掲

げる目的達成に努めなければならない。 
（１）適切な栄養の摂取による健康の増進を図ること。 

（２）日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる

   判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

（３）学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 
（４）食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生命及 
   び自然の尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 
（５）食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深 
   め、勤労を重んずる態度を養うこと。 
（６）我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 
（７）食料の生産、流通及び消費について正しい理解に導くこと。 
 学校給食は成長期の児童・生徒に、栄養のバランスのとれた食事を提供し、健康の増進

と体位の向上を図るものですが、同時に「食事」という人間にとって最も基本的な活動を

通じて、しかも集団で食事をするという体験を通じて教師と児童・生徒及び児童・生徒相

互が、好ましい人間関係を深め、学校生活を豊かにするものです。また係活動・当番活

動・班内の役割分担等を通じて自主性や自立性、正しい勤労感の協力・責任感等豊かな人

間性の育成についても期待されています。 
 

・学校給食センター運営協議会業務 

給食センターの管理運営に関し、意見・提言を収集します。 

・細菌検査業務 

毎月２回、職員・栄養士・調理委託業者・配送業者等に細菌検査を実施する。また、食材納

入業者にも毎月１回の細菌検査を実施する。給食従事者の健康管理及び感染症等の伝染を防

止するため、細菌検査を実施します。 
・給食管理業務 

各小中学校からの連絡により給食数を取りまとめ、賄材料の調達・調理現場への変更指示を

行ないます。 
・賄材料の調達業務 

給食の食材に適する材料を千産千消の視点や、費用の面を考えながら適切に調達します。 
・献立表等の作成業務 

栄養士の原案に基づき献立表を作成し、各小中学校の児童・生徒へ配布します。 
・調理業務 
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委託により給食調理を行ないます。 
・配送業務 
委託により給食配送を行ないます。 
・栄養指導業務 
栄養士が小中学校に出張し栄養指導を行う。また、児童が考えた献立を給食にとり入れるな

ど、子ども達が給食を身近なものとして考えるきっかけづくりを積極的に行ないます。 
 
 
     運営の組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９  

 

 

 

 

 

 

 

教 
 

 
 

育 
 

 
 

委 
 

 
 

員 
 

 
 

会 
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所長     １名（兼職） 
栄養士    ２名（県職） 
事務職員   ３名 
（調理委託  常時１８名） 
（配送委託  常時 ２台） 

給食センター運営協議会 

次に掲げる者のうちから１０名以内で組織する。 
・ 町立の小学校及び中学校の校長 
・ 学校医 
・ 学校歯科医 
・ 学校薬剤師 
・ 町立の小学校及び中学校のＰＴＡ会長 
・ 学識経験者



 
第２章 

 
生涯学習とスポーツを通して、心身ともに健康で生きがいのある生活と心のかよ

う地域社会をつくるとともに、地域の教育力を生かした子どもたちの健全育成を

推進します。 
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１ 生涯学習事業の充実 
 
Ａ－生涯学習推進事業 

・社会教育認定団体業務 

 継続して認定を受けている社会教育関係団体６団体の申請団体に対し、認定及び取り消

しを行います。 
・社会教育委員業務 
 社会教育委員に生涯学習事業全般の推進及び協力、指導などを実行してもらいます。 
・公民館連絡協議会業務 
 県内等の公民館相互協力及び情報収集を行います。 
・生涯学習庶務業務 
 生涯学習関連団体や他の課室等と生涯学習関連団体及び行政内の連絡調整を行います。 
・学習機会提供業務 

ホームページや町広報誌などを通じ町民や講座の受講者等に生涯学習情報の提供を行い

ます。 

・いきいき塾さかえ業務 

各種講座・教室の計画・実行を行うため、社会教育認定団体や学習アドバイザー等、関

係団体との調整を行います。 

・社会教育調査業務 
 社会教育活動等についての概要を把握するために社会教育施設や社会教育団体の調査を

実施します。 
・社会教育備品管理業務 
 利用者へ社会教育備品管理及び貸出を行います。 
 
 社会教育認定団体一覧 

団 体 名 団 体 名 団 体 名 

栄町体育協会 栄町子ども会育成連絡協議会 ボーイスカウト栄第一団 

栄カルチャークラブ 栄町青少年相談員連絡協議会 栄町を愛する女性の会 

                         平成２２年９月現在 
 
 
２ 青少年健全育成事業の充実 
 
Ａ－青少年健全育成事業 

・青少年相談員連絡協議会活動支援業務 
 青少年相談員連絡協議会の推進を行います。 
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・青少年育成栄町民会議業務 

 青少年の健全育成のために構成団体より意見や提言などの収集に努めるとともに、意識

啓発の手段として講演会等を実施します。 

・こども１１０番活動推進業務 

 各学校との連携及び情報収集を行います。 

・家庭教育支援業務 

 ＰＴＡ及び家庭教育学級が円滑に事業展開できるよう支援します。 

・有害図書等調査業務 

青少年健全育成条例の規定どおりに実施されるようにします。 

・子ども会育成連絡協議会活動支援業務 

自主的な活動や団体としての独立ができるよう助言・提言します。 

・地域教育力活用・支援業務 

地域のふれあい推進員が学校・家庭・地域を結ぶ役割を荷い、有効的な活動ができるよ

う支援を行う。また、国の委託事業を活用し、竜角寺台小学校区学校支援地域本部事業を

継続実施します。 

 

 

Ｂ－成人式事業 

・成人式業務 

実行委員会を組織し、成人式を実施します。 

 

 

３ 生涯学習資料の充実 
 
Ａ－図書室管理運営業務 
・図書貸出し業務 
 図書室利用者へ図書の貸出し、返却を行います。 
・レファレンスサービス業務 
 図書室利用者の相談に応じ、借りたい本の検索、助言を行います。また、必要に応じて

インターネット、ＦＡＸにより、相互貸借協力館から図書を借用し、提供します。 
・蔵書整備業務 
 配架の全蔵書の蔵書点検（開架中の全蔵書のバーコード読み取りを実施し、蔵書整理及

び未返却図書の督促を行います。）、その結果に伴う除籍、利用者の立場に立った図書の

購入、蔵書の装備、製本作業を行います。 
 
 
Ｂ－読書教育事業 
・おはなし会・人形劇の実施 
 小学校低学年までの児童とその保護者に対し、図書室ボランティアによる読書活動普及

事業を支援します。 
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・学校図書室の支援 
 子供たちの学習活動・読書活動を積極的に支援し、学校図書室と連携した図書資料の貸

出・提供を行います。 
・本の読み聞かせボランテイアの育成・活用 
 本の読み聞かせ講座を開催し、ボランティアの育成を図ると共に、ボランティアによる

読み聞かせ会を開催します。 
 
Ｃ－視聴覚教育事業 
・視聴覚教材貸出し業務 
 視聴覚教材を使用希望団体に貸し出します。 
・子ども映画会 
 視聴覚教材（人権啓発・アニメ・劇映画など）を使った１６ミリ映画会を開催します。

(生涯学習講座も兼ねる。） 
 

 保有機材・教材一覧 

   機  材  

 １６ミリフイルム映写機 

  スクリーン（小） 

３台 

 １台 

    教  材 
 １６ミリフイルム 

 ＤＶＤ 

 ビデオテープ 

６２本 

４４本 

１７８本 

 
教材年度別利用状況 

月 １２年

度 
１３年

度 
１４年

度 １5 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 2１年度

４ ７ ７ ４ １６ 1 9 ２ ４ ５ ０ ４ 

５ ７ １０ ８ ９ 1 2 ０ ３ １ ３ ５ 

６ ７ ６ ６ ８ 1 6 ０ ０ ５ ０ ０ 

７ ６ １３ ６ ５ 3 3 ３ ４ ２ ３ ４ 

８ ３ ５ ６ 8 2 8 ２ ４ ４ ０ ０ 

９ ７ ５ ４ 0 9 ０ １０ ２ ６ ０ 

１０ ２ ８ ６ 2 2 2 １ ６ ０ ４ １０ 

１１ ５ ８ ６ 5 2 2 ０ ６ ０ ０ ０ 

１２ ６ ６ １０ 4 1 4 ０ ４ ２ ０ ３ 

１ ３ ３ ７ 1 3 １ ０ ０ ０ １ 

２ ０ ５ ５ 1 8 ０ ４ ５ ０ ０ 

３ ３ ７ １７ 0 6 ２ ０ ０ ０ ４ 

合計 ５６ ８３ ８５ ５９ 1 9 2 １１ ４５ ２４ １６ ３１ 
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４ スポーツ振興事業の充実 
 
Ａ－スポーツ競技力向上事業 

・スポーツ指導者の育成に関する業務 

地域スポーツの普及・啓発と町スポーツ関係事業への積極的な参加・協力を図ります。 
・スポーツ団体交流業務 

町内に登録されている様々なスポーツ団体同士の交流を図り、町住民全体の体力向上を目指

して、各々の枠を超えた団体の交流事業を実施します。 

・体育協会活動補助業務 
栄町体育協会はスポーツを通じて多くの町民が体力及び技術向上と日常生活の一部として

スポーツに親しめるよう、各種大会・講演会等を実施し、町スポーツ事業の推進を図れる

ように、この協会を支援します。また、郡市民大会出場補助の支援をおこなう際の協力を

支援します。 
 
Ｂ－スポーツ・レクリエーション交流事業 

・スポーツ・レクリエーションに関する業務 

体育指導委員と連携を図り、誰もが楽しめる軽スポーツ等の普及や推進を進めると共に、

町民相互の交流の場を設けます。また、ゆめ半島千葉国体デモンストレーションとしてス

ポーツ行事「サイクリング」の開催に向けて、関係団体との調整を図ります。 
・各種大会教室等に関する業務 

町民が気軽にスポーツに接する機会を与えるよう環形団体と連携を図りながら事業の企画立

案をします。 

 
Ｃ－生涯スポーツ環境整備事業 

・社会体育施設の維持管理に関する業務 

各施設維持管理のため、除草・電気設備保守点検・修繕に関する稼業を行います。 
・学校開放に関する業務 

学校教育上支障のない限り、学校体育館及び校庭を一般開放します。 
・町民プール一般開放に関する業務 

夏休み期間中、一般の利用者が安心かつ快適に、町民プールを利用できるよう努めます。 
 
 
 
（体育施設利用案内・利用状況） 
  房総のむら多目的広場 

施   設 使  用  料（１時間単位） 概    要 

テ ニ ス コ ー ト 

一  般 ４５０円（町外 ９００円） 

高 校 生 ２２０円（町外 ４４０円） 

小中学生 無 料 

全天候 ２面 

芝 生 広 場 許可を有する 
軽スポーツやレクリエー

ション等 
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町民プール 

施   設 使   用   時   間   等 

竜角寺台プール 

一般開放 ７月１７日～８月８日 土・日曜日 

開放時間 １０：００～１２：００ １３：００～１６：００（無

料） 

 

  町民グラウンド 
施   設 使  用  料（１時間単位） 概    要 

Ａ グ ラ ウ ン ド 

（河川敷） 

一  般 ３３０円（町外 ６６０円） 

高 校 生 １６０円（町外 ３２０円） 

小中学生 無 料 

野球や様々なレクリエー

ション等 

Ｂ グ ラ ウ ン ド 

（河川敷） 

一  般 ３３０円（町外 ６６０円） 

高 校 生 １６０円（町外 ３２０円） 

小中学生 無 料 

野球や様々なレクリエー

ション等 

Ｃ グ ラ ウ ン ド 

（河川敷） 

一  般 ３３０円（町外 ６６０円） 

高 校 生 １６０円（町外 ３２０円） 

小中学生 無 料 

野球や様々なレクリエー

ション等 

 
学校施設 

施   設 使  用  料（１時間単位） 概    要 

体   育   館 １４０円 
学校・町関連事業に支障

のない範囲で開放 

グ  ラ  ウ  ン  ド 無  料 
学校・町関連事業に支障

のない範囲で開放 

 

学校体育施設利用状況 

学 校 名 体   育   館 校 庭 
利用団体

数 

安 食 小 学 校 
卓球、剣道、バレーボール、インディアカ、ミ

ニバスケット 
 ６ 

北辺田小学校 和太鼓  １ 

酒 直 小 学 校 インディアカ、バレーボール、卓球 サッカー ５ 

布 鎌 小 学 校 バレーボール  １ 

安食台小学校 
バドミントン、バレーボール、ミニバレー、ミ

ニバスケット 
 ９ 

竜角寺台小学校 
バスケットボール、バレーボール、バドミント

ン、インディアカ、ソフトバレー、ミニバレー 
 ８ 

栄 中 学 校 
バスケットボール、ミニバスケット、卓球、フ

ットサル、バレーボール 
 ７ 

栄 東 中 学 校 
バレーボール、バスケットボール、バドミント

ン、ソフトテニス 
 ４ 

 

 



 33

   水と緑の運動広場 

施   設 使  用  料（１時間単位） 概    要 

野 球 場 

一  般 1,440 円（町外 2,880 円） 

高 校 生 ７２０円（町外 1,440 円） 

小中学生 ３６０円（町外 ７２０円） 

両  翼  ９０ｍ 

センター １２０ｍ 

テ ニ ス コ ー ト 

一  般 ４６０円（町外 ９２０円） 

高 校 生 ２３０円（町外 ４６０円） 

小中学生  ７０円（町外 １４０円） 

全天候  ４面 

ナイター使用不可 

多 目 的 広 場 

一  般 ７２０円（町外 1,440 円） 

高 校 生 ３６０円（町外 ７２０円） 

小中学生 無 料 

様々なレクリエーション

等 

 
 



 
 

 
  生涯学習関係事業概要   （平成 2１年度実績） 
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      生涯学習関係事業概要（平成２１年度事業実績） 

（事業名） 家庭教育学級 

（目 的）  両親等が家庭教育に対する学習を一定期間にわたって計画的・継続的に集団で学習し、地域の 

         家庭教育に対する関心を高めていく。 

（日 時）  平成２１年４月１日～平成２２年３月 31 日 

（場 所） 小・中学校    

（内 容）  

・学校ごとに地域の特色を活かした家庭教育を実施した。 

・内容については、講演会・視察研修・実技研修・座談会等多岐にわたっている。講師も多方面 

から招き、講演を行っている。 

         ・広報紙も発行され、学習内容の伝達・家庭教育学級の啓蒙に役立てている。 

          ・小・中学校ともそれぞれニーズに応じた講座の内容が決められているので大変好評である。 

 

 

（事業名） ジュニアリーダー養成講座 

（目 的）  地域社会における子ども会活動の中心となって活動するリーダーに子ども会運営に必要な知識、 

         技能を習得させリーダーとしての資質の向上を図り子ども会活動の促進を図る。 

（日 時） 平成２１年５月２４日（日）～通年 

（場 所） 安食小学校体育館他 （参加者）２０名 

（内 容） 各単位子ども会及び各小学校より募集したジュニアリーダー２０名が受講した。 

        講座回数 ６回  場所 安食小学校体育館他 

        宿泊研修 １回  期日 平成２１年７月１９、２０日 

                 場所 白井市自然キャンプ場 

                内容 飯盒炊飯、キャンプファイヤー等 
 

（事業名）  青少年健全育成栄町民会議・講演会 

（目 的） 本年度は「わが子を消費者被害から守るために」をテーマに講演会を開催し、町民がそれぞ

れの役割を再認識する機会を創造した。 

（日 時） 平成２２年２月２０日（土） １３時３０分～ 

（場 所） ふれあいプラザさかえ 大会議室 （参加者）８２名 

（内 容） ・公演「わが子を消費者被害から守るために」 

       講師：千葉県消費者センター  

 消費生活指導員 君山潤子氏 
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（事業名） ユニカール大会・たこ作り教室、新春たこあげ大会 

（目 的） 寒さが増すこの時期に運動不足を補うため誰でもが簡単にスポーツできるユニカール大会を実施し、そ

の後に子どもたちが自分の手で作るたこ作りを行い、新春に作成したたこを持ちより競うことによって楽しさや喜び

を味わう。 

（日 時） 平成２０年１２月１３日（日）  平成２１年１月１７日（日） 

（場 所）  安食小学校体育館    安食台第一近隣公園 （参加者） － 

（内 容）  

      インフルエンザのため中止 

 

（事業名） 栄町成人式 

（目 的）  成人したことを自覚し、社会の一員として活躍していく青年の門出を祝い励ます。 

 

 
（日 時） 平成２２年１月１０日（日）１０：００～ 

（場 所） ふれあいプラザ文化ホール （参加者）２４４名 

（内 容） ・式典 

         祝い太鼓演奏～成人式実行委員紹介～ 

            開会のことば～町長式辞～恩師代表祝辞～成人者代表者挨拶～実行委員企画～ 

            閉会のことば～記念撮影 

            該当者 男１７７人 女１５５人   計３３２人 

                              （出席率７３．５％） 

           ・成人式実行委員会を組織し新成人による自主運営で行った。 

 

（事業名） 第７９回印旛郡市駅伝競走大会 

（目 的）   スポーツを通して恒久の平和を祈念し、青少年の体力の向上と不屈の精神を養い、併せて 

         生涯スポーツの振興を図る。 

 

（日 時）  平成２１年１２月６日（日） 

（場 所）  佐倉市～本埜村 （参加者）町代表１チーム 

（内 容）   歴史と伝統をもつ印旛郡市駅伝競走が、佐倉市と印西市の往復３５．４８ｋｍで健脚を競った。 

          成 績  一般の部  栄町 １６チーム中１４位  時間 ２時間１９分３４秒        
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（事業名） 栄町スポーツレクリェーション祭 

（目 的） 一般町民を対象にして、軽スポーツ（グラウンドゴルフとターゲットバードゴルフ等）の普

及を図り、併せて健康・体力づくりを増進する。 

（（日 時）  平成２１年９月２６日（土） ９：００～１１：３０（グラウンドゴルフ） 

１３：３０～１６：００（ターゲットバードゴルフ） 

（場 所）  安食台第一近隣公園（午前）、ふれプラ前用地（午後） （参加者） 午前 ８９名

午後 ２８名 

（内 容） 体育指導委員の主催により、午前にグラウンドゴルフ、午後にターゲットバードゴルフの各大会を実施

した。また、その他の軽スポーツ（ペタンク）の紹介と普及も図った。 

 

 
 

（事業名） 軽スポーツ教室 

（目 的） 一般町民を対象にして、手軽に楽しめる軽スポーツの紹介と普及を図り、併せて健康・ 

       体力づくりを増進する。 
日 時）  平成２１年４月～平成２２年３月の第２土曜日（１２回実施） ９：３０～１１：００ 

（場 所）  ふれあいプラザ展示ロビー （参加者）毎回約２０名 

（内 容） 体育指導委員の指導により、軽スポーツを普及することを目的にスポーツ吹き矢教室等を実施した。 

 

 

（事業名）  町民プール一般開放 

（目 的）  一般町民が水に親しむことにより、水の大切さを認識してもらい、体力の維持増進を図

る。 
（日 時）  平成２１年７月１８日（土）～８月９日（日） 

（場 所）  竜角寺台プール （延べ参加者）１０５９名

（内 容）  ７月１８日～８月９日までの毎週土・日曜日に開放 

         １０：００～１２：００  １３：００～１６：００ 

竜角寺台プール    （２５ｍ×８コース・幼児用プール） 
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（事業名）  第６０回印旛郡市民体育大会 

（目 的）  印旛郡市民の競技力・体力の向上とスポーツの普及を図るとともに、青少年の健全育成を図る。 

（日 時）  総合開会式 平成２１年７月１０日（土） 

平成２１年７月１８日（日）野球、相撲、サッカー  

平成２１年７月２４日（土）６競技・２５日（日）１３競技  ２１日（水）ゴルフ 

（場 所）  印西地区 （参加者） ２９７名 

（内 容）  印旛郡市１０市町村の代表者が、１７種目２５競技で競い合うスポーツの祭典。 

総合成績 ６位        町村の部 １位 
入 賞 部 門 

団体の部 
優 勝  サッカー 
準優勝  卓球男子、バレーボール男子 
第３位  陸上女子、バレーボール女子、ソフトテニス男・女、テニス女子、卓球女子 
     相撲 

個人の部 
優 勝  高校男子１５００ｍ   渡邊 俊平   ４分２３秒８１ 

一般女子砲丸投     大塚 光代   ７ｍ６０ｃｍ 
 
準優勝  ゴルフ（シニアの部）  高橋 稔夫   ８０  

ゴルフ（女性の部）   大澤 礼子   ８４ 
     ３０歳代男子１００ｍ  重松 清隆   １３秒４９ 
     高校男子走幅跳び    藤崎 貴純   ６ｍ６２ｃｍ 
     高校女子砲丸投げ    渡辺 莉紗   ６ｍ８７ｃｍ 
     
第３位  一般男子砲丸投     長内 修武   ９ｍ０２ｃｍ 

３０歳代男子砲丸投   藤田 俊一   ９ｍ３０ｃｍ 
     高校女子走幅跳び    沢田 恵里佳  ４ｍ９０ｃｍ 
     オープン男子槍投げ   重松 清隆   ４２ｍ８１ｃｍ 
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（事業名）２００９町民運動会 

（目 的） 町民総スポーツを目指し、広く町民のスポーツの祭典として、進んでスポーツに親しみ、ま

た、健康を増進し、併せて相互の親睦を図る。 
 
（日 時） 平成２１年１０月１１日（日） ８時４０分から１１時４５分 

（場 所） 安食台第 1 近隣公園 （参加者）  ３３２名 

（内 容） ・団体競技として、みんなでジャンプ、町長杯綱引きなど、個人競技として、町体育指導委員と町健

康保険課とタイアップし、軽スポーツ教室、ミニ体力測定、筋トレ競争等を実施した。 

 
 
 

（事業名） ２０１０さかえまち利根リバーサイドマラソン・ウォーキング 

（目 的） 町民とのふれあい及び健康づくり、体力づくりを目的に体育行政の活性化を図る。 
 
（日 時）平成２２年２月１４日（日） 

（場 所） ふれあいプラザ～矢口工業団地 （参加者）  １０８９名 

（内 容） ふれあいプラザさかえから広い田園を駆け抜けると矢口工専地区で折り返す初心者向けのマラソン大

会を行なった。 

親子の部 １Ｋｍ              （ 優勝タイム     ４分３８秒 ） 

      一 般 男・女の部 10マイル  （  〃  男子５２分０９秒 ・女子1時間０９分１３秒）

      小学生男・女の部   ２Ｋｍ  （  〃  男子  ７分４３秒 ・女子９分０５秒） 

         中学生男子の部   5Ｋｍ  （  〃  男子１６分０６秒） 

       一  般  男・女の部   5Ｋｍ  （  〃  男子１９分４７秒 ・女子２５分１７秒 

 
（事業名） いきいき塾さかえ事業 

（目 的） 様々な学習機会を提供するとともに、その学習成果を生かして、町民と行政が一体となり協働

のまちづくりを行う人づくりの一端を担う学習提供を行う。 

 
（日 時） 平成２１年４月～ 

（場 所） ふれあいプラザさかえ 他 （参加者）延べ１３００

名 
（内 容）はじめてのパソコン教室、ヨガ教室、栄カルチャークラブ協力講座など多種多彩な講座を実施した。
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（事業名）夏のおはなし会 
（目 的）子ども、保護者に絵本やおはなしの楽しさを知ってもらうことで、読書普及を図る。

（日 時）平成２１年８月２２日（土） 

（場 所）ふれあいセンター・視聴覚室 （参加者）    ５４名 
（内 容）幼児・小学校低学年生及びその保護者らを対象とし、図書室ボランティアによる絵 
     本の読み聞かせや素話を行った。 

・シルエットシアター「あおくんときいろちゃん」  
・のびる絵本「ほしい」 

 ・大型紙芝居「ばけものつかい」   

 
 
（事業名）クリスマスおはなし会（ピアノとおはなしのデュエット） 

（目 的）子どもたち、保護者に絵本やおはなしのおもしろさを知ってもらうことで、読書 
普及を図る。 
（日 時）平成２１年１２月２０日（日） 
（場 所）ふれあいセンター・音楽室 （参加者）    －名 
（内 容） 
     インフルエンザ流行のため中止 

 
（事業名） 子ども映画会 

（目 的） １６ミリ映画会を通して、子どもたちに夢を与え、また、情操教育の一助とする。 
（日 時） 平成２１年５月４日（土）～平成２１年９月１７日（土） 
（場 所） ふれあいセンター視聴覚室 （参加者）   延べ４７名 
（内 容） １６ミリ映画 
５月２４日（土）「母をたずねて三千里」「おにたのぼうし」 
６月２８日（土）「幽霊屋敷」「きんたろう/おむすびころりん」 
９月１７日（土）「ジャングル大帝（誕生）」「ジャングル大帝（約束）」 
以降はインフルエンザ流行のため中止 

 
（事業名） 人形劇公演 
（目 的） 人形劇の作品を通して、生の舞台の感動を味わうことで、子どもたちの感性を磨き、

絵本や読書への興味や関心を持たせる。 
（日 時） 平成２１年１２月４日（土） 
（場 所） ふれあいセンター視聴覚室 （参加者）      －名 
（内 容）       
      インフルエンザのため中止 



 
第３章 

 
地域に根ざした芸術・文化の育成と町内にある文化財の保護・伝承・活用を図り、

個性豊かで潤いのある地域文化の醸成を図ります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 40

１ 文化芸術発信拠点の充実 

 
Ａ－ふれあいプラザさかえ施設管理事業 

・ふれあいプラザさかえの概要 

 「ふれあいプラザさかえ」は、本町における生涯学習拠点として具体化されたもので、“ふれあい”をテー

マに「ふれあいセンター」、「文化ホール」、「悠遊亭」を整備したものです。 
これらの施設は、それぞれの機能分担による相互共同利用を図り、住民の地域や年代を超えた交流の拠

点として、また生活文化の向上や活力ある地域づくりに資する施設として利用されています。 
 
１）ふれあいプラザさかえの施設概要 
① 所 在 地  千葉県印旛郡栄町安食９３８番地１ 

② 建 設 年 度  平成４年度（着手）～平成６年度（竣工）開館 

③ 施 設 規 模 

（１）敷 地 面 積 ２８，００２㎡ 

 （２）延 床 面 積  ９，９０９㎡ 

 （３）施   設 「ふれあいセンター」「文化ホール」「悠遊亭」 

 （４）建 設 費 ７，４０４，６５７千円 

（５）用 地 費 １，５１２，３５４千円 
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  ふれあいセンター 

 施 設 名 規 模 

（㎡） 

収容人数 

（人）

 備      考 

１

階 

展 示 ロ ビ ー 491.68 378 展示パネル・展示ケース 

会 議 室  ( 1 ) 104.44     26 円形テーブル・ホワイトボード・椅子２０ 

会 議 室  ( 2 ) 68.71     42 ホワイトボード･机１０・椅子３０ 

Ｏ Ａ ル ー ム  140.50     36 椅子２９ 

資 料 閲 覧 室 68.79 36 机１８・椅子３６ 

２

階 

多目的ホール(1) 278.05 214 簡易音響調整卓・机１０・椅子１５ 

多目的ホール(2) 207.08 159 簡易音響調整卓・椅子１０･タッチパネル 

和   室   (1) 105.12 96 座卓１６・衝立３・姿見９（畳４８帖） 

和   室   (2) 52.56 48 （畳２４帖） 
教育支援センター 103.29 79 ゆうがく館 
子育て情報・交流館 51.65 39 アップＲ 

図 書 室 243.12 187 一般書・児童書 

３

階 

大 会 議 室 206.37 156 机４０・椅子１２０・演台・ホワイトボード 

視 聴 覚 室 154.77 101
ビデオプロジェクター・簡易音響調整卓・机付椅子４

９・机２・椅子２４ 

音  楽  室  (1) 277.82 150
椅子９０・グランドピアノ・簡易音響調整卓・机２・

ホワイトボード 

音  楽  室  (2) 104.27 30 アップライトピアノ・椅子３０・ドラムセット 

調 理 実 習 室 140.47 61 机４・丸椅子２４ 

工 作 室 138.29 37 机８・椅子３２・ホワイトボード 

工 芸 陶 芸 室 157.68 46 机７・椅子３０・電気熱窯・ホワイトボード 

 合   計 3094.66 1,921  

 

 文化ホール 

施  設  名 
規 模 

（㎡） 

収容人数 

（人）
備        考 

ホ ー ル 客 席    994.99 1,086 １階７９８席（内身障者用６席）・２階２８８席 

ホ ワ イ エ  327.19 252  

楽 屋 ① 35.17  16  

楽 屋 ② 33.25 15  

楽 屋 ③ 33.5 15 トイレ 

シ ャ ワ ー 室 ① 27.06 3  

シ ャ ワ ー 室 ② 21.87 7  

合     計 1473.03 1,394  
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［設 備 概 要］ 

プ ロ セ 二 ア ム 間口18.0ｍ・高さ7.0ｍ・奥行11.5ｍ 

舞 台 設 備 各種幕類一式・音響反射版・スクリーン 

照 明 設 備 
負荷回路131＋客席16・イベント用分電100Ａ 

調光方式60本3段プリセット・記憶500シーン 

音 響 設 備 
モノラルインプット×20・ステレオインプット×4・ＡＵＸ×4・グループ×4 

マスター×3・マトリスク×16・電源9Ｋｗ-C30型6口、3Ｋｗ平行2口 

映 写 設 備 16mm映写機2台・35mmスライド映写機１台 

ピ ア ノ 庫 
フルコンサート用ピアノ（ベーゼンドルファー社モデル275） 

フルコンサート用ピアノ（スタインウェイ＆サンズ社モデルＤニューヨーク） 

 悠 遊 亭 

施  設  名 規模

（㎡） 

収容人数

（人） 

備        考 

集会室・ステージ 243.23 180 囲碁・将棋セット 

年度別利用状況 

 文化ホール ふれあいセンター 悠遊亭 図書室 
利 用 者

回数 利用者数 件数 利用者数 利用者数 利用(貸出)者数 

Ｈ６年度 61 56, 881 3, 313 94，724 26，612 22，560 200，777

Ｈ７年度 138 51，300 3，877 128，335 35，645 25，919 241，199

Ｈ８年度 129 50，249 4，008 106，108 37，839 23，343 217，539

Ｈ９年度 102 41，513 4，123 111，515 37，709 21，948 212，685

Ｈ１０年度 103 38，004 4，557 127，887 35，008 24，671 225，570

Ｈ１１年度 91 35, 429 4，659 135，726 39，392 22，513 233，060

Ｈ１２年度 94 30, 846 4, 580 136, 272 37, 948 21, 469 226, 535

Ｈ１３年度 95 35, 581 4, 591 151, 915 41, 134 19, 003 247, 633

Ｈ１４年度 92 29, 547 4, 479 146, 248 36, 230 19, 469 231, 494

Ｈ１５年度 95 32, 392 4, 566 159, 257 40、036 22, 017 253, 702

Ｈ１６年度 116 25, 554 5, 384 180, 482 37, 923 22, 064 266, 023

Ｈ１７年度 78 19，686 5，188 153，308 15，353 17，190 205，537

Ｈ１８年度 76 24，429 5，379 135，645 12，238 14，231 186，543

Ｈ１９年度 67 26，650 4，800 128，376 8，249 12，473 175，748

Ｈ２０年度 85 31，232 4，880 130，469 7，728 12，502 181,931

Ｈ２１年度 43 14，858 4，795 120，330 8，672 11，727 155，587

合   計 1,465 544，151 73，179 2，146，597 457，716 313，099 3，461，563
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・ふれあいプラザ施設総合管理業務 

 安全で快適な文化育成の場を提供するため、施設内環境を良好な状態に維持します。 
・ふれあいプラザ施設維持管理業務 

 法定並びに専門的な技術による保守点検等の管理委託を実施します。 
・ふれあいプラザ施設改修業務 

 ふれあいプラザを快適及び安全に利用していただくため、施設設備の不具合を解消します。 
・ふれあいセンター運営業務 

 ふれあいセンターを快適に利用していただくための運営を行ないます。 
・文化ホール運営業務 

 文化ホールを快適に使用していただくため運営業務及び文化ホールにおける舞台・音響・照明技術の

提供を行います。 
・ふれあいプラザ催物ＰＲ業務 

 ふれあいプラザさかえで行われる催物案内及びＰＲを行います。 
・防災計画業務 

 施設利用者の安全を確保する為の防災計画の立案と見直しを行います。 
・防災訓練業務 

 防災計画に基づく防災訓練及び消防設備の取り扱い訓練等を実施します。 
・悠遊亭管理業務 

 悠遊亭を快適に利用してもらうための維持管理を行います。 
 
 

Ｂ－自主文化事業 

・文化事業業務 

 文化・芸術にかかわる事業の催行と周辺地域で行われる事業の情報を提供します。 
・入場券販売等受託業務 

 文化ホールを利用し、有料で事業を開催する際の入場券販売などに関する業務を受託します。 
・文化事業支援業務 

 個人や法人が、無料・有料で催行するホール貸出しの舞台・音響・照明設備や技術の提供を行います。 
・ふれあいプラザまつり業務 

 ふれあいプラザさかえ利用サークル、町内の芸術文化団体愛好者が相互の交流を図りながら学習成果の

展示や発表の場を提供するとともに、町民との交流の場をつくります｡これにより、文化芸術に興味も持

つことや参加するためのきっかけづくりの場を作ります。 
  ふれあいプラザ祭り   期日  平成２３年３月５日(土)～６日(日) 

 
 
Ｃ－文化・芸術団体の指導及び育成事業（文化活動団体支援事業） 

・文化団体活動支援事業 

 サークル・団体等の活動の場を提供すると共に、成果を披露する機会を提供し、活動の活性化を支援し

ます。 
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２ 町史編さん事務の充実 

 
Ａ－町史編さん事業 

・栄町史の編さん・刊行業務 

栄町の歴史、文化遺産等を史実に基づき、調査、収集及び記録し、永く後世に伝え、愛郷心の高揚を図

るとともに町勢の発展に寄与することを目的として、町史を刊行します。そのため、専門委員による調査

研究や、古文書解読筆耕作業をします。 

 

・町史編さん委員会運営業務 

 栄町史編さん基本計画に基づき、適正な編さん業務を行うため、町史編さん委員会を開催します。 
 

Ｂ－記録史料の保存・公開事業 

・地域史料の整理・保存公開業務 

 地域の共有財産である自治組織等（区・町内会・自治会）管理文書等の整理保存作業を継続的に進捗さ

せます。 
・公文書等歴史資料の整理・保存業務 
 公文書館法に基づき、歴史資料として重要な公文書等の保存・利用に関し、適切な措置を講ずるよう体

制の整備を行います。また、栄町行政文書管理規則及び同規程に基づき、保存期間の満了した行政文書等

の収集整理を実施し、整理保存作業の終了した歴史的公文書等について公開できるよう推進します。 
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３ 文化財保護の充実 

 
Ａ－文化財の保全・活用事業 

・国・県指定文化財保全業務 

 国・県指定文化財等については、文化庁・千葉県教育委員会の指導のもと、文化財の適正な維持管理の

ための指導・監督、指定候補物件の指定に向けた調査・研究、指定のための国・県への意見具申等の事務

を行います。具体的には、国史跡龍角寺古墳群・岩屋古墳の追加指定を進めて、保護・活用を図ります。 

 
・町指定文化財保全業務 

 町指定文化財の適正な維持管理のための指導、監督、指定候補物件の指定に向けた調査・研究、町文化

財審議会への諮問、答申についての事務を行います。 
 町内には、北辺田・矢口地区に三匹獅子舞が伝えられており、毎年4月にオコトと呼ばれる行事が行わ

れています。これら民俗芸能継承団体の活動支援のための補助金交付を行います。 
北辺田獅子舞（平成22年8月1日町指定） 

 古くから伝承される雄獅子･中獅子・雌獅子の三匹獅子。毎年、4月初旬に行われる五穀豊穣・お

家安泰を祈願する奉納舞。舞は西寺から天神社、民家、そして蓮常寺へと巡りながら各所で行われ

ています。楽は笛、太鼓、「華がかり」「本獅子」「華納め」が舞われます。 
 現在は、昭和49年設立の北辺田獅子舞保存会によって伝承され、30歳代～40歳代を中心に演じ

られています。 
矢口獅子舞（平成22年8月1日町指定） 

古くから伝承される、雄獅子・中獅子・雌獅子の三匹獅子。毎年、4月上旬、一之宮神社境内で

行われる五穀豊穣・お家安泰を祈願する奉納舞。「本獅子」が舞われるが、他に「芝ノ舞」「ヤク

獅子の舞」「喧嘩ノ舞」「葉ノ舞（葉がかり）」「葉納めノ舞」があります。 
現在は、平成14年設立の矢口獅子舞伝承会によって伝承され、30歳代～50歳代を中心に演じら

れています。 

 
・埋蔵文化財調査・整理業務（埋蔵文化財所在の有無と発掘調査の手続き） 

 当町には、岩屋古墳や浅間山古墳を擁する国指定史跡龍角寺古墳群・岩屋古墳をはじめ、８０ヶ所近く

の遺跡が分布しています。特に、酒直・龍角寺地区には、古代律令国家形成期の重要な遺構・遺物を包蔵

する遺跡が集中しています。これらの遺跡に眠る歴史資料は埋蔵文化財と呼ばれ、一度破壊してしまうと

元にもどすことはできないという性質をもっています。それゆえ、昭和２５年に制定された文化財保護法

では、周知の埋蔵文化財包蔵地において開発等の土木工事を行う場合には、事前に発掘調査を行うことが

定められています。 
 発掘調査については、千葉県教育庁文化財課の指導により、開発行為に伴って事業者（行政機関含む）

から提出された、遺跡の所在確認や発掘届等の書類を審査し、所在の回答、取扱いについて協議を行いま

す。やむを得ず記録保存になる場合には、立会い調査や小規模な確認調査を町の担当部署において実施し、

本調査や大規模な確認調査等が必要となる場合は、財団法人印旛郡市文化財センターと協議し、発掘調

査・整理作業・報告書刊行等についての委託を指導します。 
なお、埋蔵文化財に伴う発掘調査のフローについては、次頁のとおりです。 
 

・文化財審議会運営業務 

文化財の保存及び活用に関し教育委員会の諮問に答え又は意見を具申し、及びこれらに必要

な調査研究を行うため文化財審議会を開催します。 
 

・文化財普及業務 

 文化財に関するホームページの掲載、収蔵資料の公開や史跡の見学会等を行います。 
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埋蔵文化財の手続き 

事業者 

開発区域における埋蔵文化財の所在の確認・協議依頼 

 

町教育委員会による受付・現地確認 

 

 

100,000㎡未満の開発区域で埋蔵文     開発区域の発掘調査が     100,000㎡未満の開発区域で埋蔵文 

化財が所在すると判断される場合       すでに終了している場合   化財が所在しないと判断される場合 

 

町教育委員会による受付・現地踏査                                町教育委員会 

                                    （口頭もしくは文書で回答） 

   有                無 

現地踏査後教育委員会にて                                       事業者 

回答（口頭もしくは文書で回答）                                    工事着手 

                   町教育委員会 

           回答（口頭もしくは文書で回答） 

 

                   事業者                工事中に遺跡が発見された場合 

    事業者           工事着手             発見の届出･通知（法96条或いは法97条）提出 

発掘調査についての協議  

依頼                                

                                 

町教育委員会 

県教育委員会との日程調整 

 

三者協議 町・県教育委員会・事業者（設計者）との詳細な協議 

 

二者協議 町教育委員会と印旛郡市文化財センターとの協議 

 

三者協議                                     事業者 

町教育委員会・印旛郡市文化財センター・事業者（設                 埋蔵文化財発掘届（開発届）提出 

計者）との発掘調査に係る詳細・調査費用等の協議                  法第93条第1項或いは第94条１項（60日前） 

 

事業者・印旛郡市文化財センターとの調査の契約                 町教育委員会 

                                      受付・起案・決裁 

                                           （進達） 

〇発掘調査                                 県教育委員会 

整理・報告書刊行                              受付・起案・決裁 

                                   周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事に 

                                    ついて 

発掘調査終了                            （通知） 

町教育委員会・県教育委員会等の諸手続き                    町教育委員会 

                                     受付・起案・決裁 

                                           （通知） 

工事着手可能                                   事業者 

【補助対象埋蔵文化財発掘調査について】 

〇 個人住宅建築は補助金の対象になる場合があります。要望書は前年度の６月までに提出し、農地転用・建築申請書を添付のうえ、町教育委

員会と協議してください。（注：諸手続き終了後、調査は次年度に着手） 
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 ◎栄町由来の指定文化財一覧表 

区分 種類 名    称 
所在地 

（保管場所） 
所有者等 指定年月日 員数(面積)

国 

有彫 銅造薬師如来坐像 龍角寺239 龍 角 寺 S8.1.23 １躯 

記史 龍角寺境内の塔阯 龍角寺224-2他 龍 角 寺 S8.4.13 29.7㎡ 

記史 龍角寺古墳群・岩屋古墳 龍角寺1601他 龍角寺区他
S16.1.27 

H21.2.12 
264417.88㎡

県 

有考 龍角寺出土遺物 龍角寺239 龍 角 寺 S40.4.27 一括 

有考 浅間山古墳石室出土遺物 
（千葉市中央区

青葉町955-2） 
千 葉 県 H21.3.17 一括 

町 

有古 酒直区有文書 酒直638 酒 直 区 S52.4.1 １点 

有彫 布鎌八十八番大師 布太49 雙 林 寺 S52.4.1 １躯 

有建 日枝神社本殿 麻生277 日枝神社 H13.4.1 １棟 

有建 駒形神社本殿 安食1 駒形神社 H13.4.1 １棟 

有建 大鷲神社本殿 安食3620-1 大鷲神社 H13.4.1 １棟 

有建 雙林寺八十八番大師堂 布太49-1 雙 林 寺 H13.4.1 １棟 

有建 布鎌惣社水神社本殿 西199 水 神 社 H13.4.1 １棟 

 無民 矢口獅子舞 矢口地区 
矢口獅子舞

伝承会 H22.8.1 １件 

 無民 北辺田獅子舞 北辺田地区 
北辺田獅子

舞伝承会 
H22.8.1 １件 

 
◎栄町の登録文化財一覧表 

区分 種類 名    称 所在地 所有者 指定年月日 員数(面積)

国登録 建 石原家住宅主屋 北辺田573-1 個 人 H20.11.10 １棟 

 
 

Ｂ－龍角寺古墳群指定・調査整備事業 

 
・龍角寺古墳群公有化業務 

 すでに史跡指定された龍角寺古墳群の民有地を公有化するため、国庫補助を得て史跡の購入を行います。 
 
・龍角寺古墳群調査整備業務 

 き損している岩屋古墳石室の修復の他、今後の史跡整備に資するため主要古墳の調査について検討しま

す。 
 
・栄町龍角寺古墳群調査整備委員会運営業務 

 龍角寺古墳群・岩屋古墳の史跡整備に関する計画の策定にあたり意見を求めるため、委員会を開催しま

す。 
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・龍角寺古墳群指定業務 

 今後、さらに保護が必要とされる古墳群の範囲について、国史跡に追加指定するため、地権者の同意取

得を進めます。 
 



 
 

 
文化ホール自主文化事業・伝統文化事業概要（平成 21 年度実績） 
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自主文化事業概要（平成２１年度実績） 

 

（業務名） よしもとライブショー 

（目 的）  ふれあいプラザさかえを拠点として、広範な芸術文化公演の鑑賞機会の提供を通して、町民の誰もが

身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時）  平成２１年１１月１４日（土） 

（場 所）  ふれあいプラザさかえ文化ホール  （参加者）５６９名 

（内 容）  お笑い芸人によるお笑いライブ（全席指定、前売り３,５００円、当日４,０００円） 

 

 

 

（業務名） クリスマスロビーレクチャーコンサート 

（目 的）  ふれあいプラザさかえを拠点として、広範な芸術文化公演の鑑賞機会の提供を通して、町民の誰もが

身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時）  平成２１年１２月１３日（日） 

（場 所）  ふれあいプラザさかえ文化ホール  （参加者）１８０名 

（内 容）  川村学園女子大学生徒によるハンドベルコンサート ２回公演 (入場無料) 

 

 

 

（事業名）  クリスマスジャズコンサート (全国的なインフルエンザの蔓延により中止) 

（目 的）   ふれあいプラザさかえを拠点として、広範な芸術文化公演の鑑賞機会の提供を通して、町民の誰もが

身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時）  平成２１年１２月２０日（土）  

（場 所）  ふれあいプラザさかえ文化ホール （参加者）     名 

（内 容）  富里高校ジャズバンドによるコンサート（入場無料） 
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（事業名）  ピアノ特別開放 

（目 的）   ふれあいプラザさかえに所有するフルコンサートピアノを特別に開放し、個人のレベルアップなど多

くの方に音楽を楽しんでいただくことで、文化振興の一助とする。 

 

（日 時）  平成２２年１月３０日（土）～平成２２年１月３１日(日)  

（場 所）  ふれあいプラザさかえ文化ホール （参加者） のべ２３名 

（内 容）  文化ホールのステージでスタインウェイ、ベーゼンドルファーのピアノを個人が好きな曲を弾く。 

（負担金１,０００円／１回１時間） 

 

 

 

（事業名）  文化の杜２０１０第１５回ふれあいプラザまつり 

（目 的）  ふれあいプラザさかえを拠点として、地域で芸術文化活動を行う各種団体の発表成果と参加機会の拡

充を図り、町民の誰もが身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時）  平成２２年３月６日（土）～平成２２年３月７日（日） 

（場 所）  ふれあいプラザさかえ全施設 （参加者）４,２００名 

（内 容）  ふれあいプラザさかえ施設利用サークル等による成果発表会 

・作品展示・実演体験 

・演技・演奏発表 
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（事業名） 小松省三絵画展「１５の空のうた」 

（目 的） ふれあいプラザさかえを拠点として、広範な芸術文化作品の鑑賞機会の提供を通して、町民の誰もが

身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時） 平成２１年９月２９日（火）～平成２１年１０月４日（日） 

（場 所） ふれあいプラザさかえ （参加者）  ８１名 

（内 容）  小松省三氏作品による絵画展 

 

 

 

（事業名）  芳澤幸二作品展 

（目 的）  ふれあいプラザさかえを拠点として、広範な芸術文化作品の鑑賞機会の提供を通して、町民の誰もが

身近に芸術文化にふれることのできる環境づくりを推進する。 

（日 時）  平成２１年１１月１７日（火）～平成２１年１１月２２日（日） 

（場 所）  ふれあいプラザさかえ （参加者） １７２名 

（内 容）  千葉県の伝統工芸師、芳澤幸二氏作品による竹細工展 
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文化財保全・活用事業概要（平成２１年度実績） 

 

 

（事業名）  文化財普及業務：龍角寺古墳群・岩屋古墳指定１周年記念文化財紀行 

（目 的）  国史跡龍角寺古墳群・岩屋古墳の追加指定１周年を記念し、７世紀最大の方

墳岩屋古墳やみそ岩屋古墳、浅間山古墳等を巡り、栄町にある国指定史跡の

歴史的意義について理解を深めるとともに、文化財保護の重要性･郷土愛の育

成を図る。 

（日 時） 平成２２年 ２月１３日（土） １０時００分～１５時１０分 

（場 所）国史跡龍角寺古墳群･岩屋古墳・千葉県立房総のむら 風土記の丘

資料館 
（参加者） ９２名 

文化財審議会委員８名 
（内 容） ・ 風土記の丘資料館 

・ 浅間山古墳 

・ みそ岩屋古墳 

・ 岩屋古墳 

・ 龍角寺１０１号墳 
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刊 行 物  一  覧 

番号 書名 発行年月日 編集 頒布価格

栄町教育委員会刊行物  

  栄町史資料集(一) 昭和 47 年 10 月 1 日 栄町教育委員会 1,000 円

  龍角寺境内社旧二荒山神社本殿調査報告 平成 3 年 3 月 栄町教育委員会 ― 

  千葉県印旛郡栄町神社棟札集成 平成 4 年 3 月 栄町教育委員会 ― 

  栄町指定文化財雙林寺八十八番大師堂修理工事報告書 平成 15 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

文化財シリーズ 

第１集 栄町の庚申塔 昭和 61 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 800 円 

第２集 栄町の地蔵・観音 昭和 63 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 1,000 円

第３集 栄町の石造物 平成元年 3 月 31 日 栄町教育委員会 800 円 

第４集 栄町の民具 平成 5 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

栄町の自然シリーズ 

第１集 栄町の古木 平成 2 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

栄町埋蔵文化財発掘調査報告書 

第１集 千葉県印旛郡栄町向芝遺跡発掘調査報告書 平成 9 年 3 月 14 日 印旛郡市文化財センター ― 

第２集 千葉県印旛郡栄町宮前遺跡 平成 15 年 3 月 31 日 印旛郡市文化財センター ― 

第３集 千葉県印旛郡栄町大畑Ⅱ－2 遺跡 平成 17 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

第４集 千葉県印旛郡栄町大畑Ⅰ－4 遺跡 平成 18 年 3 月 31 日 印旛郡市文化財センター ― 

第５集 千葉県印旛郡栄町向台Ⅲ遺跡 平成 19 年 3 月 30 日 印旛郡市文化財センター ― 

第６集 千葉県印旛郡栄町岩屋古墳 平成 20 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

栄町埋蔵文化財集報 

  栄町埋蔵文化財集報―平成 13 年度― 平成 15 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

  栄町埋蔵文化財集報―平成 14 年度― 平成 16 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

  栄町埋蔵文化財集報―平成 15 年度― 平成 17 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

  栄町埋蔵文化財集報―平成 16 年度― 平成 18 年 3 月 31 日 栄町教育委員会 ― 

  栄町埋蔵文化財集報―平成 17 年度― 平成 19 年 3 月 30 日 栄町教育委員会 ― 

栄町史調査報告書 

 

第１集 千葉県印旛郡栄町史資料目録１ 平成 5 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 1,300 円

第２集 千葉県印旛郡栄町寺院棟札集成 平成 6 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 1,500 円

第３集 千葉県印旛郡栄町神社・棟札集成補遺 平成 9 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 1,800 円

栄町の歴史 

創刊号 栄町の歴史 平成 5 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 500 円 

第２号 栄町の歴史 平成 8 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 500 円 

第３号 栄町の歴史 平成 12 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 500 円 

栄町史 

  栄町史 史料編一 -近世-麻生村 龍角寺村 酒直村- 平成 11 年 3 月 31 日 栄町史編さん委員会 4,000 円 



 
 
 

別表 
 

 各種委員名簿 
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          歴 代 教 育 委 員 及 び 教 育 長 名     ◎教育委員長 

年度 
教    育    委    員 

        委           員 教育長 
昭和 

３２ 

斉 藤 正 治 鳩 谷 正 一 湯 浅 欣 一 ◎ 岩 田 義 一 後 藤 重 司 

   ◎  

３３ 
   ◎  

   ◎ 齊 藤 忠 均 後 藤 慎 平 

３４ 
   ◎  

椎 塚 岩 雄 ◎ 小 川 孝一 大 久 保 四 郎 伊 藤 茂 治 梶 谷 儀 助 

３５ 
 ◎    

湯 原 要 太 郎 ◎  藤 江 ナ オ  

３６ 
 ◎    

 ◎ 岩 田  豊   

３７ 
 ◎    

◎ 大 竹      

３８ 
◎     

◎     

３９ 
◎     

◎  高 見 春 雄 湯 浅 裁 樹 加 藤 米 次 

４０ 
◎     

◎     

４１ 
◎     

◎     

４２ 
◎     

◎ 大 塚 ト キ    

４３ 
◎     

田 口  正  ◎ 石 橋 一 太 郎 大 野 潤 一 

４４ 
   ◎   

   藤 﨑 忠 一 ◎  

４５ 
   ◎  

   ◎  

４６ 
   ◎  

 長 澤 良 助  ◎  

４７ 
◎     

岩 田 義 一 ◎  山 本 喜 一 石 橋 一 太 郎 

４８ 
 ◎    

   ◎  

４９ 
   ◎  

   ◎  

５０ 
   ◎  

   ◎  

５１ 
   ◎  

   ◎  
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５２ 
岩 田 義 一 川 島 一 巌 藤 﨑 忠 一 山 本 喜 一 石 橋 一 太 郎

   ◎  

５３ 
   ◎  

   ◎  

５４ 
   ◎  

   ◎  

５５ 
   ◎  

   ◎  

５６ 
   ◎  

   ◎  

５７ 
   ◎  

   ◎  

５８ 
   ◎  

   ◎  

５９ 
   ◎  

   ◎ 坂 本 幸 男 

６０ 
   ◎  

松 島  一   ◎  

６１ 
   ◎  

   ◎  

６２ 
   ◎  

   ◎  

６３ 
   ◎  

   ◎  

平成元 
   ◎  

 塩 田  雄 大 須 賀 明 ◎  

２ 
   ◎  

   ◎ 梶 谷 幸 助 

３ 
   ◎  

   ◎  

４ 
   ◎  

◎   髙 見 洋 一  

５ 
◎     

◎     

６ 
◎     

◎     

７ 
◎     

◎     

８ 
◎     

◎     

９ 
◎     

◎     

１０ 
◎     

◎     
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１１ 
松 島  一 塩 田  雄 大 須 賀 明 髙 見 洋 一 梶 谷 幸 助 

◎     

１２ 
◎     

◎    牧 野   

１３ 
◎     

小 松 省 三 ◎ 福 本 朋 子   

１４ 
 ◎    

 ◎    

１５ 
 ◎    

 ◎    

１６ 
 ◎    

   ◎  

１７ 
   ◎  

芦 田  坦 鈴 木 初 子  ◎  

１８ 
   ◎  

   ◎  

１９ 
   ◎  

   ◎  

２０ 
   ◎  

◎   金 子 一 男  

２１ 
◎    澤 村 保 夫

◎  野 寺 郁 子   

２２ 
◎     

 ◎    
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通学区域審議会委員                    （（平成２２年６月１日～平成２４年５月３１日） 
氏   名 備 考 氏   名 備 考 氏   名 備 考 

伊藤 義一 学校評議員 石原 由紀夫 布鎌小学校長 平井 正己 竜角寺台小学校長 

井内 弘之 安食台小学校長 品地 敏明 栄中学校長 野口 浩 安食小学校PTA会長 

 秋山 勉 栄中学校PTA会長 

 

就学指導委員会委員                （平成２２年１１月１日～平成２４年１０月３１日） 

No. 氏    名 勤 務 場 所 備    考 

１ 後 藤 良 顯 後藤医院 学校医（内科） 

２ 川 邊  敏 エスポアール川辺医院 精神科医 

３ 鈴 木 良 雄 鈴木整形外科・内科医院 学校医（内科・整形外科） 

４ 藤 野   修 日本医科大学千葉北総病院 小児科医 

５ 菊 地 龍 彦 いんば学舎 学識経験者 

６ 中 野 千 賀 子 在宅 学識経験者 

７ 佐 々 木 恵 子 肥田クリニック 臨床心理士 

８ 岩 瀬 広 幸 印旛特別支援学校 特別支援学校教頭 

９ 坂 本 辰 夫 安食小学校 小学校長（新規 H22.4.1～） 

１０ 佐久間 三智子 北辺田小学校 小学校長（新規 H22.4.1～） 

１１ 品 地 敏 明 栄中学校 中学校長 

 

教育相談員                       （平成２２年 4 月 1 日～平成２４年 3 月 31 日） 

No 氏    名   相  談  日 場     所 

１ 柳 沢 敬 子 毎週 火・金 ふれあいプラザさかえ  ゆうがく館 

 

 

栄町学校医・学校薬剤師等分担名簿           （平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日） 

 内 科 歯 科 眼 科 耳鼻科 薬剤師 

安食小学校 
後 藤 良 顯 髙 見 洋 一 保 津 治 道 橘  昌 利 鈴 木 久 夫 

小 川 芳 信 清 河 建 明    

北辺田小学校 桑 原  久 菊 地 秀 夫 保 津 治 道 橘  昌 利 薄 田 信 子 

酒直小学校 中 山  肇 菊 地 秀 夫 土 井 靖 子 鳥 居 雅 江 麻 生 潤 子 

布鎌小学校 小 川 芳 信 齋 藤 充 郎 保 津 治 道 橘  昌 孝 鈴 木 久 夫 

安食台小学校 影 山 孝 正 清 河 建 明 土 井 靖 子 橘  昌 利 宮 本 幸 子 

竜角寺台小学校 鈴 木 良 雄 三 本 雅 樹 土 井 靖 子 鳥 居 雅 江 麻 生 潤 子 

栄中学校 
桑 原   久 福 島  智 保 津 治 道 橘   昌 孝 薄 田 信 子 

後 藤 良 顯 勝 田 剛 司    

栄東中学校 大 坪 健 二 岸  孝 光 土 井 靖 子 鳥 居 雅 江 宮 本 幸 子 
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学校評議員                    （平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 
氏名 備考 氏名 備考 

小 川 武 彦 安食小学校 菅 野 義 雄 安食台小学校 
早 川 久美子 安食小学校 川 﨑 正 平 安食台小学校 
勝 田 幸 司 安食小学校 茨 田 とも子 安食台小学校 
山 中 静 郎 安食小学校 綿 貫  正 安食台小学校 
石 川 と み 北辺田小学校 藤 井 清 臣 竜角寺台小学校 
大須賀 久 大 北辺田小学校 岡 田 千代子 竜角寺台小学校 

葛 生 行 雄 北辺田小学校 本 橋  勝 竜角寺台小学校 
伊 藤 義 一 酒直小学校 楠 本 加寿子 竜角寺台小学校 
増 田  栄 酒直小学校 梅 本 加代子 竜角寺台小学校 
伊 藤 有 子 酒直小学校 芝 野 照 敏 栄中学校 

 谷   博 酒直小学校 石 川 純 子 栄中学校 
阿 部 恵美子 酒直小学校 鈴 木 と き ゑ 栄中学校 

鈴 木 照 夫 布鎌小学校 奥 野 陽 一 栄中学校 
長 澤 正 男 布鎌小学校 秋 山 孝 夫 栄東中学校 

桑 原 榮 子 布鎌小学校 藤 田   由 栄東中学校 
篠 原 正 臣 布鎌小学校 内 田   剛 栄東中学校 

石 川 幸 枝 布鎌小学校 鈴 木 正 一 栄東中学校 
  林 原 陽 子 栄東中学校 

 
栄町学校給食センター運営協議会委員          （平成２２年１０月１日～平成２４年９月３０日） 

氏   名 備  考 氏   名 備   考 

齋 藤 充 郎 学校歯科医 坂 本 辰 夫 安食小学校長 

鈴 木 良 雄 学 校 医 小 林  茂 栄東中学校長 

宮 本 幸 子 学校薬剤師 野 口  浩 安食小学校ＰＴＡ会長 

石 川 純 子 学識経験者（学校評議員） 秋 山  勉 栄中学校ＰＴＡ会長 
 
社会教育委員                          （平成２２月８月１日～平成２４年７月３１日） 

氏   名 備  考 氏  名 備  考 

鈴 木 照 夫 委 員 長 龍 満 ヨ シ ヱ  

谷       博 副委員長 大 竹 た ま い  

河 合 曹 司  小林  茂 栄東中学校長 

野 平  尚  石原 由紀夫 布鎌小学校長 

阿 部 恵 美 子    

堀 越 さ ち 子    

伊 藤 幸 雄    

寺 西 幹 江    
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体育指導委員協議会                        （平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日） 

氏    名 備  考 氏   名 備  考 

中 澤 一 夫 会    長 五十嵐 義 一  

岩 井 富 子 副 会 長 笹 原 美 晴  

菅 野 義 雄 副 会 長 石 村 淳 子  

芳 澤 征 子  稲 葉 敏 明  

八田羽 絵 里  廣 田 麻 紀  

佐 藤 弘 江  大三川直子  

体育協会                          （平成２２年４月１日～平成２４年３月３１日） 

氏    名   備  考 氏  名 備  考 

大 澤 義 和 顧  問 大 熊 正 美 理事（弓道） 

藤 村  勉 会  長 石 塚 裕 昭 理事（柔道） 

後 藤 良 一 副 会 長 大 藤 喜 代 子 理事（バレーボール） 

寺 西 幹 江 副 会 長（テニス・理事兼務） 海 老 原  登 理事（ゲートボール） 

石 塚 裕 昭 監事（柔道・理事兼務） 丹 澤 和 仁 理事（ゴルフ） 

海老原 登 監事（ゲートボール・理事兼務） 成 瀬 光 昭 理事（ソフトボール） 

長 谷 川 勝 秀 理事（陸上競技） 大 野 久 男 理事（空手） 

稲 毛 広 和 理事（野球） 廣 瀨 宗 英 理事（相撲） 

篠 田 一 典 理事（スポーツ少年団、剣道） 山 田 幸 一 理事（サッカー） 

猪 瀬 泰 志 理事（ソフトテニス） 浅 倉 保 三 理事（スキー） 

浮 嶋 群 浩 理事（バスケットボール） 山 本 重 宏 理事（ユニカール） 

三 浦 正 明 理事（卓球）   

子ども会育成連絡協議会                             (平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日) 

氏    名 備  考 氏    名 備  考 

大 野 信 治 会 長 山 本 美 恵 子  

阿 部 恵 美 子 副会長 篠 原 敏 夫  

大 橋 千 鶴 子 副会長 大 村 由 美 子  

赤 地 あ け み 副会長 山 本 重 宏  

山 村 明 世 会計 藤 崎 健 生  

沖 元 ま ゆ み 会計 篠 﨑 美 津 男  

高 橋 信 行 監事 本 多    実  

 

栄町 PTA 連絡協議会                  （平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 

氏    名 学校区 ＴＥＬ 備  考 

  秋 山  勉 栄中学校 ９５－００１１ 会 長 

稲 葉 正 和 安食台小学校    ０９７１ 副会長 

品 地 敏 明 栄中学校    ００１１ 副会長 

大 野 真 裕 栄中学校    ００１１ 幹 事 

野 口 浩 安食小学校    ００１７ 幹 事 

増 田 賢 一 布鎌小学校    ０１３８ 幹 事 

石 川 啓 治  北辺田小学校    １７５８ 会計監査 

神 園 吉 幸 竜角寺台小学校    ５３１１ 会計監査 
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青少年相談員連絡協議会                                        (平成２２年４月１日～平成２５年３月３１日) 

地区名 氏    名 備  考 地区名 氏    名 備  考 

安 

食 

伊 藤  寧 章 地区会長 

布 

鎌 

小 島  和 彦 地区会長 

築 比 地  恭 史 副 会 長 北 島  勲  

石 井 洋 昭   田 中  巧  

瀬 尾  國 士  長 澤  竜 一 会 計 

松 本  明 俊  早 川  妙 子  

石 井 洋 昭  塩 田  修  

   石 川  綾 子  

北
辺
田 

杉 田  勝 幸  齊 藤 博 文  

藤 江  康 人 地区会長 

安
食
台 

帯 金  秀 和  

湯 浅  賢 一 郎  橋 本  浩  

野 平  尚 樹  濵 荻  健 司 地区会長 

酒 

直 

石 原  和 典 副 会 長 稲 葉 正 和 副会長 

大 野  茂 夫 会  計 田 中  彩 美  

新 村  友 博     

沓 掛  和 重 地区会長 竜
角
寺
台 

未定  

    

    

 

文化財審議会委員                     （平成２２年１０月１日～平成２４年９月３０日） 

氏    名 備  考 氏    名 備  考 

山 田 富 士 雄 会 長 長 澤 正 男  

海 老 原 登 副会長 山 田 和 夫  

後 藤 八 郎  矢 萩 幸 雄  

生 方 徹 夫  川 島 良 子  

 

栄町史編さん委員会委員                   （平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日） 

氏    名 備  考 氏    名 備  考 

髙 塚   馨 会 長 加 藤 惣 平  

日 暮 和 代 副会長 菅 井   稔  

阿 由 葉  司  福 島 章 吉  

塩 田 祐 一  大 友 一 雄  

山 田 俊 彌     
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町史編さん委員専門委員                                  （任期２年） 

氏    名 部 会 名 役 職 名 任    期 

  鏑 木 行 廣 近   世 編集委員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  高 橋   覚 近   世 編集委員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  大 友 一 雄 近   世 編集委員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  萩 原 敏 彦 近   世 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  渡 辺 善 司 近   世 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  清 水 邦 俊 近   世 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

  小 池 康 久 近   世 調査研究員 Ｈ２１． ４．１～ Ｈ２３．３．３１ 

飯 島   章 近   代 編 集 委 員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

矢 嶋 毅 之 近   代 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

中 澤 惠 子 近   代 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

丹 治 雄 一 近   代 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

山 田 富 士 雄 現   代 編 集 委 員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

豊 川 公 裕 現   代 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

山 田 和 夫 文化財社寺 編 集 委 員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

植 野 英 夫 文化財社寺 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

小 倉   博 民   俗 編 集 委 員 Ｈ２１． ４．１～ Ｈ２３．３．３１

髙 塚  馨 民   俗 編 集 委 員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

桜 井 健 治 民   俗 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

小 林   稔 民   俗 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１

木 原 律 子 民   俗 調査研究員 Ｈ２１． ４．１～ Ｈ２３．３．３１

小 林 裕 美 民   俗 調査研究員 Ｈ２１． ４．１～ Ｈ２３．３．３１

能 勢 幸 枝 民   俗 調査研究員 Ｈ２１． ４．１～ Ｈ２３．３．３１

福 島 章 吉 自然環境 調査研究員 Ｈ２２． ８．１～ Ｈ２４．７．３１
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